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はしがき

1. この年報は、網走地区消防組合における消防現勢及び平成23年度

中の消防業務の諸資料並びに火災統計等を収録し、消防事情を紹介し、

今後の消防行政執行上の参考とすることを目的として、編集したもの

です。

2. この年報は、特記するものを除き、平成24年4月 1日現在で収録

したものですが、火災統計、救急統計及び建築確認申請については、

平成23年1月より 12月までのものを収録しであります。

平成24年7月

網走地区消防組合消防本部
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網走地区消防組合位置図及び管内図
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O 面積・人口・世帯数

網走市 大空町 合計

面 積 471.00 343.62 814.62 

22年国閑人口 41.006 7.932 48.938 

住基人 ロ 38.162 7.995 46.157 

住基世帯 18.121 3.103 21.224 

※面積の単位 kTTi

住基人口ー住基世帯は、平成24年3月31日現在
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1表網走地区消防組合の消防力等総括

構成
市-1 面 務 22年国勢調査人口 平成24年3月31日住基人口 平成24年3月31日住基世帯

市町村 町-1 814.62krrf 48，938人 46，157人 21，224世帯

消防本部の数 1本部 消防吏員 105名 消防回数 3 

消防署の数 2 署 その他の職員 0名 分 団 数 9 
消防本部・署等 職 民 消防団

出張所の数 2所 言十 105名 消防団員数 388名

条 例 定員数 113名 条 例定員数 417名

普通ポンプ自動車 5台 基 地 局 5局 平 火災総件数 l7f牛

構成市町
28，534，951千円 大 型 水 柑 ヰE 4台 固 { 五E 局 8局

成
うち建物火災 14f牛

一般会計予算額 壷E

トコ
水槽付消防ポンプ自動車 8台 線

十

陸 上 移動局 93局 建物焼損面積 634rrf 
年

I肖 はしご付消防ポンプ自動車 l台 火

組合予算額 1，102，068千円 防 化 必で三fえ- I自 防 自 即J 車 2台 公設 424基 災
ポ

I自 消火栓
統 火災による損害額 33，901千円

ン 救 急、 自 [~J zlz 6台 防 私設 3基 計

プ
水

自 指 メ刊λ 事 6台 40m3以上 112基 平
人口1人当りの予算額 Eめ 和l防火水槽 成 救急出場件数 1，887イ牛
(平成24年3月31日 23，877千円

車
救 助 工 作 車 l台 40m3未満 29基

住基人口)
等 十
小型動力ポンプ積載車 10台 自 団体数 27団体 うち念、病 1，146イ牛

そ の 他 の 司王 両 9台
主
幼年消防クラブ総人民 1，006名

年
うち交通事故 94イ牛

l世帯当りの予算額 防 救

(平成24年3月31日 51，926千円 計 52台
災
少年消防クラブ総人口 60名

在abz‘ 

{主基世帯)
組 統 級送人員 1，776名

型 回j カ ポ ン プ 15台
級三
婦人防火クラブ総人口 210名 2十
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消防庁舎の現況

一一一ー

南出張所

網走市字潮見172番地4

tel 0152-43-3016 fax 43-1100 

構 造 規 中真

地上2階、 一部3階建

鉄筋コンクリート造 建築面積

延面積

東藻琴出張所

大空町東藻琴360番地の1

968.49 nt 

1，171.35 nt 

tel 0152-66-3344 fax66-3345 

情 造 規 I莫
地上2階建

鉄筋コンクリート造 建築面積 620.66 

延商積 742.81 

Cコ 消防本部網走消防署

網走市南2条西4丁目2番地

tel 0152-43-2221 fax 45-111 9 

構 造 規 中真

鉄筋コンクリート造 地下1階、地上2階建

一部ALC板張り鉄 建築面積 898.551nt 

骨造 延面積 1，712.068 nt 

亡中

Cコ 大空消防署

己中

大空町女満別西3条4丁目1番5号

teI0152-74-2619 fax 74-4479 

構 造 規 才莫

地上2階建

鉄筋コンクリート造 建築面積 699.655 nf 

延面積 1，050.216 nf 

-3-



沿革
昭平n46年11月 網走市、常呂町、女満別町、東藻琴村の 1市2町 1村で、次の機構により

一部事務組合として、 「網走地区消防組合」発足する

*組合機構

議 会

議長 棟方敏郎 (網走市議会議長)

副議長 長良仙弥 (女満別町議会議長)

議員 網走市 9名

常呂町 3名

女満別町 3名

東藻琴村 2名

A 口
1 7名

言十

執行機関

管理者佐藤忠吉(網走市長)

副管理者上杉武雄(常呂町長)

吉田礼元 (女満月IJ町長)

吉田三伊(東藻琴村長)

町田耕造(網走市助役)

収入役庄田 日リ (網走市収入役)

監査委員 2名

公平委員 3名

消防本部・署

消防長(署長兼任) 遠藤 実

消防本部 日名

消防署 46名

常呂分署 日名

女満別分署 7名

東漠琴分署 5名

合 言十 74名

消防団

網走消防団 団長 悶辺林蔵

団長 255名

常呂消防団 団長 小林秀明

団員 126名

女満別消防団 団長 武田大吉

団員 90名

東藻琴消防団 団長 条又次

団員 7 2名

J口h 計 543名

-4 



12月 i 東藻琴分署庁舎(会議室・車庫)増築

東藻琴分署2名増員、 7名とする。

昭和47年 1月

4月

8月

11月

12月

昭和何年2月

3月

4月

常呂分署 1名増員、 9名とする。

消防署2名増員、 48名とする。

女満別分署2名増員、 9名とする。

東穣琴分署1名増員、 8名とする。

積載車購入、常呂消防団第2分団に配置

積載車購入、東藻琴消防団第2分団に配置

積載車(ウイノレスジープ)購入、網走消防団第2分団に配置

常日分署及び女満別分暑に無線局をl期局

消防本部 1名増員、 9名とする。

東藻琴分署に無線局を開局

消防本部2名増員、 11名とする。

消防署2名増員、 50名とする。

詰呂分署2名増員、 11名とする。

小型動力ポンプ購入、常呂消防団第2分団に配置

6月 網走ライオンズクラプより指令車の寄贈を受け「網走ライオーンズ2世号Jと

命名、消防本部に配置

7月 女満別分署長専任とする。

B月

11月

昭和49年3月

女満別ライオンス'クラブより指令車の寄贈を受け「女満別ライオンズ号Jと

命名、女満別分署に配置

救急自動車購入、常呂分署に配置

消防ポンプ自動車購入、女満別分署に配置

木下木材工業株式会社より水槽付消防ポンプ自動車(2，500L)の寄贈を受け

「木下号Jと命名、消防署に配置

4月 消防本部 1名増員、 12名とする。

女満別消防団団長に北山武氏就任

東藻琴分署1名増員、 9名とする。

5月 常呂分署 1名噌員、 12名とする。

6月 i 東藻琴消防団第2分団にザイレン設備設置

9月 ; 網走消防団第5分団詰所移転新築

11月 i 常呂分署長専任とする。

12月 i 管理者に安藤哲郎氏(網走市長)就任

昭和50年3月

網走消防団第2分団詰所移転新築

西網走農業協同組合より水樽付消防ポンプ自動車(2，000L)の寄贈を受け

「西網走農協号J"命名、網走消防団第2分団に配置

4月 ; 女満別消防団分団を統合し、定員70名とする。

5月 i 小型動力ポンプ購入、常日消防団第4分団に配置

6月 : 収入役に三較崎正弘氏(網走収入役)、消防長に大西勇氏就任

-5 



B月 消防署長に木村福造氏就任

日月 北海道共済農業協同組合連合会より救急車の寄贈を受け、女満別分署に配置

昭和51年4月 女満別分署司名増員、 12名とする。

7月 ホテルオホーツタ荘より予防広報査察車の寄贈を受け 「ホテノレオホーツク

荘号j と命名、消防本部に配置

9月 水槽付消防ポンプ自動車(3，000L)及び救急自動車を購入、東藻琴分署に配置

10月 網走消防団第7分団詰所移転新築

12月 副管理者に小間島晃氏(網走市助役)、収入役に玉置文夫氏(網走市収入役)

就任

消防署長に桜庭ー桜氏就任

新橋出張所を廃止し、南出張所を新築開設

日本損害保険協会より救急自動車の脊贈を受け、消防署に配置

昭和52年 1月 網走市新町1丁目旅館新橋火災(全焼、類焼 3)重軽傷者5名

土屋稔氏の寄付によ り人命救助器具を購入、消防署に配置

2月 網走市南 1条西 1丁目網走水産冷蔵株式会社火災(全焼)

3月 網走消防団第6分団を第 1分団に統合。(以降昭和55年4月まで第6分団欠)

4月 消防長に神谷孫 氏就任

消防署 2名増員、 52名とする。

5月 東務琴村立明生小学校火災(全焼)

7月 東漠琴ライオンズクラプより指令車の寄贈を受け「東藻琴ライオンズ号j (: 

命名、東藻琴分署に配置

8月 女満別空港で東亜園内航空機YSー11型機胴体着陸、死傷者なし。

日月 小型動力ポンプ付積載車購入、網走消防団第7分団に配置

10月 常呂ライオンズクラプより指令車の帯贈を受け「常呂ライオンズ号」 と命名

常呂分署に配置

水槽付消防ポンプ自動車 (3，000L)購入、消防署に配置

小型動力ポンプ付積載車購入、東藻琴分署に配置

12月 網走市南2条西3丁目網走セントラノレホテノレガス燥発事故。死者3名、重軽

傷者12名

昭和53年4月 網走ライオンズクラブより指令車の干寄贈を受け rj再走ライオンズ3世号Jと

: 命名、消防本部に配置

女満別消防団団長に富固定年氏就任

7月 宮川漁業株式会社より消防ポンプ自動車の寄贈を受け「宮川号」 と命名、

網走消防団第 1分団に配置

B月 消防ポンプ自動車購入、網走消防団第1分団に配置

消防署、第7回全国消防救助技術大会(はしご登はん1名)に出場、入賞す

る。

9月 小型動力ポンプ積載車購入、女満別分署に配置

水槽付消防ポンプ自動車(正OOOL)購入、女満別分署に配置
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10月 女満別分署庁舎(車庫、当直室)摺築

12月 田中漁業部株式会社より小型動力ポンプ付大型水樽車(10，000L)の平寄贈を

受け「大雄号j と命名、消防署号lこ配世

回辺林蔵氏、丸田巌氏の脊付により市役所塔屋に消防用サイレンを設置

昭和54年2月 . 網走市立嘉多山小中学校火災 (2教室を残し焼失)

4月 3 消防署長に沢井清氏就任

東議琴分署長専任とする.

6月 副管理者に鈴木芳昭氏(東謀容村長)就任

7月 女満別病院長、長佐古尚氏より指令車の寄贈を受け I長佐古号j と命名、

女満別分署に配置

8月 消防ポンプ自動車購入、網走消防団第1分団に配置

9月 消防ポンプ自動車 (4WD)購入、常呂消防団第1分団に配置

水槽付消防ポンプ自動車日型 (2，000L)購入、女満別分署に配置

11月 常呂消防団団長に浦西三男氏就任

東穣琴分署庁舎移転新築

12月 網走消防団第3分団結所及び第4分団詰所移転新築

昭和55年 1月

2月

日本自動車工業会より枚急車の寄贈を受け、常呂分署に配置

東藻琴消防団団長に八重樫正人氏就任

山本智氏、中村勇氏より小型動力ポンプ積載車(ジープ)の寄贈を受け、

「中村山本号j と命名、網走消防団第2分団に配置

4月 i 網走消防団第7分団を第6分団に改称する.

10月 ; 消防ポンプ自動車購入、東部穿分箸lこ配置

12月 z 消防署に消防訓練塔(主培、剛塔)新設

昭和56年4月 消防署2名増員、 54名とする。

7月 北海道消防傑法訓練大会において常呂消防団第4分団が小型ポンプ撚法の部

で優勝

面l管理者に斉藤秀信氏(常呂町長)就任

8月 東藻琴消防団第2分団格納庫新築

9月 小型動力ポンプ付大型水槽車 (IO，OOOL)購入、女満別分箸に配位

昭和57年3月 ; 網走消防団団長に松井幸義氏就任

6月

B月

11月

昭和四年3月

4月

消防ポンプ自動車購入、網走消防団第1分団に配置

第34回北海道消防大会を網走市で開催

小型動力ポンプ付大型水槽車(10，000L)購入、常呂分署に配置

常呂消防団第2分団結所移転新築

日本損害保険協会より救急自動車の守贈を受け、消防署に配置

小型動力ポンプ付大型水槽車 (IO，OOOL)購入、東藻琴分署に配世

消防署長に渡辺武氏就任

京縫琴分署 1名増員、 10名とする。

本部に次長制を導入、次長に武田栄氏、露口功氏(兼常呂分署長)、岩原
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;入賞する

昭和60年 1月

義久氏(兼女満別分署長)、青木伸長氏(兼東藻琴分署長)就任

小型動力ポンプ付大型水植草 (10，OOOL)購入、消防署に配置9月

東様琴消防団、優良消防団として、北海道より表彰旗を授与される。10月

次長に小鹿潔氏(兼女満別分署長)就任12月

日本消防協会より表彰旗を授与される。

常呂消防団団長、浦西三男氏に日本消防協会から功績章を授与される。

烏悶建設株式会社より指令車の寄贈を受け、消防本部に配置

女満別消防団、優良消防固として、昭和59年2月

5月

網走地区危険物安全協会より査察広報車の寄贈を受け、消防本部に毘置8月

消防署、第13回全国消防救助技術大会(ロープ応用登はん1組)に出場、

小林俊彦氏より常呂消防団旗の寄贈を受ける。9月

網走消防団旗を新規に調製

昌l管理者に神谷孫一氏(網走市助役)、収入役に横閃徹氏(網走市収入役)10月

就任

消防長に中村寿氏就任

水槽付消防ポンプ自動車 (3，OOOL)購入、常呂分署に配置

財団法人日本防火協会より防火広報車の寄贈を受け、東藻琴分署に配置同
月l
 
l
 

と命名、

網走消防団第 1分団詰所新築

常呂漁業協同組合より指令車の寄贈を受け f常呂漁業協問組合号J

12月

常呂分署に配置

日本消防協会より表彰旗を授与される。常呂消防団、優良消防団として、2月

日本損害保険協会より救急自動車の寄贈を受け、女満別分署に配置3月

天都山自動無線中継所完成し開局

女満別分署1名増員、 13名とする。4月

1台が寄贈(50cc) 美幌地区危険物安全協会より女満別分署にミニバイク

される。

小型動力ポンプ付積載車購入、常呂消防団第3分団に配置8月

日本損害保険協会より救助工作車の寄贈を受け、消防署に配置

日本消防協会より救急自動車の寄贈を受け、消防署に配置

ロープブリッジ救消防署、第14回全国消防救助技術大会(高所人命救助、

出各 1組)に出場、入賞する。

東議琴消防団員の篤志により 3B型救急自動車を購入、東蕊琴分署に配置10月

常呂消防団第3分団詰所移転新築11月

女満月1)分署庁舎新築落成、通信指令装置 (NEC・3D-201E' C型)導入運用開

主古

富固定年氏より女満別消防団旗の寄贈を受ける。12月

消防団緊急伝達システムを導入
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消防署、救急指令装置 (JRC電子式 B型)

運用開始

網走消防団、優良消防団として、消防庁長官から竿頭綬を授与される。

昭和61年 3月



常呂消防団団長、浦西三男氏に消防庁長官から永年勤続功労章を授与されるε

7月 第1回「母と子の防火大会j を網走市で開催

9月 東藻琴消防団第2分団サイレン搭及びサイレン新設

10月 マイクロパス(定員29名)購入、常呂分署に配置

網走消防団第5分団詰所移転新築

昭和62年 3月 東藻琴分署ii!i(:言指令装置 (ACE-12K)運用開始

小型動力ポンプ付大型水槽車(10，000L)購入、東藻琴分署に配置

4月 副管理者に償問徹氏(網走市助役)就任

収入役に三代川幹夫氏(網走市収入役)就任

組合議員定数を 2名減(網走)、 15名とする。

5月 面l管理者lこ岩原市男氏(女満別町長)就打:

7月 i 次長に久野明氏(兼東濠琴分署長)就任

B月 : 消防署、第16回全国消防救助技術大会(ロープ応用登はん 1組)に出場、入

賞する。

10月 i 水槽付消防ポンプ自動車E型 (3，000L)購入、消防署に配置

化学消防ポンプ自動車田型(水2，500L・薬液1，200L)購入、女満別分署に

配置

11月 : 常呂消防団団長に野辺真一氏就任

12月 = 湊自動車工業株式会社より査察広報車の寄贈を受け、消防署に配置

昭和63年 3月

東藻琴消防カノレチャーセンタ一新築

網走消防団団長、松井幸義氏に日本消防協会から特別功労章を授与される。

常呂消防団団長、野辺真一氏に日本消防協会から功績章を授与される。

常呂消防団、優良消防団として、消防庁長官から竿頭綬を授与される。

4月 次長に武田満雄氏(兼女満別分署長)就任

網走消防団団長に鎌田誠二郎氏就任

6月 ミニ消防車を制作「わんぱく君」と命名、消防署に配置

7月 八重l堅正人氏より東務琴消防団旗の寄贈を受ける。

北海道消防操法訓練大会において東務琴消防団がポンプ車操法の部で準優勝

女満別ライオンズクラブより広報車の寄贈を受け「女満別ライオンズ号Jと

命名、女満別分署に配置

B月 z 消防署、第17回全国消防救助技術大会(高所人命救助 1組)に出場、入賞す

る。

日月 : 消防団活性化総合整備事業により、消防団災害機材運惚車 (4WO)購入、

東藻琴消防団第2分団に配置

救助資機材(油圧スプレッダ一、カッター)購入、消防署に配置

10月 i 消防団活性化総合整備事業により、消防団指揮広報運i積車購入、東務琴消防

団第1分団に配置

小型動力ポンプ付積載車購入、常呂消防団第4分団に配置

12月 ; 常呂消防団第4分団詰所移転新築
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平成元年3月 女満別消防団、優良消防団として、消防庁長官から竿頭綬を授与される.

渡辺消氏より指令車の寄贈を受け「渡辺号」と命名、女満別分署に配置

東藻琴消防団団長、八重鰹正人氏に消防庁長官から功労章を授与される。

ふるさと消防団活性化助成事業により、携帯干無線機(1W 5台)、衛星放送

受信設備購入、 東藻琴消防団第1分団に配置

4月 . 消防長に松田仁男氏就任

次長に崎山義輝氏 (兼東藻琴分署長)就任

B月 消防署、第18回全国消防救助技術大会(はしご笠はん l名)に出場、入賞す

る。

常呂漁業協同組合より消防ポンプ自動車の寄贈を受け「常呂漁業協同組合号

と命名、常呂消防団第2分団に配置

9月 東君臨琴分署、有線遠隔ザイレン吹鳴装置完成、運用開始

小型動力ポンプ付積載車(全自動4WD) 3台購入、網走消防団第3、第4、

第5分団に配置

次長に安田常夫氏(兼常呂分署長)就任10月

12月

平成2年 2月

北海道救急医療情報システム運用開始

消防ポンプ自動車購入、女満別消防団第1分団に配置

東糠琴消防団、優良消防団として、日本消防協会より表彰旗を授与される。

網走消防団団長、鎌悶誠二郎氏、女満別消防団団長、富固定年氏に日本消防

協会から功績章を授与される。

常呂分署、有線遠隔ザイレン吹鳴装置完成、運用l掛始

4月 g 消防署2名増員、56名とする。

常呂分署1名増員、 13名とする。

東縫琴分箸1名士官員、 11<sとする。

5月 ; 救助資機材(油圧スプレッダ一、カッター)購入、常呂分署に配置

6月 j ミニはしご車を制作「のつl:f君j と命名、消防署lこ配置

7月 ; 第2巨1r母と子の防火大会J (網走市防火委員会設立10周年記念)を網走市

で開催

8月 ; 消防署長に玉置光正氏就任

9月 i 小型動力ポンプ付積載車(全自動4WD)購入、網走消防団第2分団に配世

10月 i はしご付消防ポンプ自動車 (30m級)購入、消防箸に配置

全国婦人消防操法大会(軽可保ポンプ練法)において、卯原内婦人消防隊が

優秀賞を受賞する，

網走市緊急通報y ステム(通称ふれあいコーノレ)運用開始(受信センタ一、

消防署通信指令室)

11月 ; 日本消防協会より救急自動車の寄贈を受け、消防署に配置

平成3年2月 i 小型動力ポンプ付積載車購入、女満別消防団第1分団に配置

3月 ; 東穣琴消防団、優良消防団として、消防庁長官から竿頭綬を授与される。

4月 i 副管理者に山田保氏(網走市助役)就任

nu 
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次長に福井新一氏(兼女満別分署長)就任

女満別分署1名噌員、 14名とする。

網走地区防火管理協議会発足する。(会員数155団体)

5月 副管理者に宇野勝男氏(女満別町長)就任

7月 消防団条例を改正し、消防団員の定員を543名とし、次のとおりの編成とす

る。

網走消防団

常昌消防団

265名

126名

女満別消防団 80名

東藻琴消防団 72名

9月 2 救助資機材(油圧旦プレッダ一、カッター)勝入、女満別分暑に配置

10月 i 網走消防団10名、女満別消防団10名、東穣琴消防団7名の女性消防団員を

採用

中台貞子氏より広報車の寄贈を受け、常呂分暑に配置

北海道共済農業協同組合連合会より救急自動車 (4WO)の寄贈を受け、

常日分署に配置

II月 指揮広報車購入、女満別分署に配置

救助資機材(油圧スプレッダ一、カッター)購入、東部琴分箸に配置

常呂消防団10名の女性消防団員を採用

12月 小型動力ポンプ積載車購入、常呂消紡団第 1分団に配置

網走消防団第6分団詰所新築

小型動力ポンプ付積載車(全自動4WO)購入、網走消防団第6分団に配置

平成4年 1月 ふるさと消防団活性化助成事業により、波品ビジョン機器一式購入、網走消

防団に配置

4月 : 次長に疋悶政治氏(兼女満別分署長)就任

常呂消防団団長に阿部只義氏就任

5月 東穣琴分署 1名t骨員、 12名とする。

湊自動車工業株式会社より広報車の寄贈を受け、消防署に間恒

次長に千葉豊克氏(兼常呂分署長)就任

水槽付消防ポンプ自動車H型 (3，000L)購入、消防署に配置

次長に品田弘岡氏(兼東藤琴分署長)就任

網走消防団団長、鎌田誠二郎氏に消防庁長官から永年勤続功労章を授与され

10月

12月

平成5年3月

る。

4月 z 消防署4名増員、 60名とする。

常呂分署2名増員、 15名とする。

女満別分署I名地員、 15名とする。

東藻琴分署 I名地員、 13名とする.

副管理者に大場崎氏(網走市助役)就任

収入役に佐々木信夫氏(網走市収入役)就任

唱
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参与に成田公義氏就任

5月 ; 網走消防公設100年を記念し、網走市桂ヶ岡公聞に記念碑を建立

6月 網走消防公設100年記念式典」を挙行、併せて「市民防火の集い(日本防火

協会共催)Jを網走市で開催

網走ライオンズクラプより広報車の寄鱒を受け、消防署に配置

7月 j 副管理者に井上和夫氏(常呂町長)就任

B月 ! 消防署、第22回全国救助技術大会(ロープブリッジ救出 1組)に出場、入賞

する。

9月 i 次長に斉藤実氏(兼常呂分箸長)就任

日本消防協会より消防用車両の寄贈を受け、網走消防団本部に記世

10月 ; 消防長に成問公義氏就任

11月 j 東藻琴消防団長、八重極正人氏に自治大臣から消防功労者表彰を授与されるe

12月 i 水縛付消防ポンプ自動車H型 (6，000L)購入、東藻琴分暑に配置

平成6年3月

救助資機材(重量物排除用器具、マット式空気ジャッキ)購入、消防署に配

置

消防本部 ・網走消防団、優良消防機関として、消防庁長官から表彰旗を授与

される。

4月 i 消防署2名増員、 62名とする。

常呂分箸 1名増員、 16名とする。

女満別分署 1名増員、 16名とする。

東藻琴分署 1名増員、 14名とする。

消防団条例を改正し、消防団員の定員を532名とし、次のtおりの編成とす

る。

網走消防団 265名

常呂消防団 115名

女満別消防団 80名

東藻塁手消防団 72名

次長に玉置光正氏就任

次長に東海秀昭氏(兼女満別分署長)就任

消防署長に大西正美氏就任

II月 ! 日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車H型 (2，∞OL、4WO)の寄
贈を受け、消防署に配置

北海道共済農業協同組合連合会より救急自動車 (4WO)の寄贈を受け、女

満別分署に配置

網走消防団第2分団詰所移転新築

12月 : 女満別分著、有線遠隔世イレン吹鳴装鐙完成、運用開始

平成7年3月

4月

高規格救急自動車 (4WO)購入、東君事琴分署に配置

水補付消防'ポンプ自動車H型 (6，500L)購入、女満別分署に配置

常呂分署1名増員、 17名とする。
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女満別分署1名増員、 17名とする。

東藻琴分署 1A出増員、 15名とする。

次長に大西正美氏就任

4月 i 消防箸長に池田均氏就任

6月 ; 財団法人日本防火協会より防火広報車の寄贈を受け、消防署に配置

7月 ! 次長に山口保久氏(兼東藻琴分署長)就任

北海道消防操法訓練大会において女満別消防団がポンプ車操法の部で準優勝

8月 i 消防署、第21回全国消防救助技術大会(ロープ応用登はん1組)に出場、入

賞する。

II月 i 高規格救急自動車 (4WD)及び高度救命処置用資機材一式購入、消防署に

記置

消防署において救急隊員 1名が救急救命士の国家資格を取得する。

平成8年 1月

3月

東語長琴消防団団長に森比三夫氏就任

女満別消防団団長、富田定年氏に消防庁長官から功労章を授与される。

常呂消防団団長、阿部只義氏に消防庁長官から永年勤続功労章を授与される電

化学消防ポンプ自動車皿型(水1，500L、薬液1，200L)購入、消防署に配置

4月 次長に北野護氏(兼常呂分署長)就任

次長に疋田政治氏(兼女満別分署長)就任

8月 北海道防災総合訓練を網走市で開催

11月 網走消防団団長に述勝隆也氏就任

12月 消防署において数急隊員 1名が救急救命土の国家資格を取得する.

平成9年3月 前網走消防団団長、鎌田誠二郎氏より指揮広報車の寄贈を受け、 f鎌田号j

と命名、消防署に配置

網走消防団第4分団(湖南)にサイレン熔新設

4月 面l管理者に柴崎正則氏(網走市助役)就任

収入役に鈴木雅宣氏(網走市収入役)就任

次長に池田均氏(兼消防署長)就任

次長に崎山秀昭氏(兼東藻琴分署長)就任

常呂分箸において救急隊員 1名が救急救命士の国家資格を取得する。

東務琴分暑において救急救命士 1名を配世

防火広報車購入、東君臨琴分署に配置

消防署において救急隊員 1名が救急救命士の国家資格を取得する。

救助工作車H型 (4WD、クレーン、ウインチ付)購入、消防署に配置

消防ポンプ自動車 (CD-ll型4WD)購入、東藻琴消防団第1分団に配置

3月 水槽付消防ポンプ自動車E裂 (2，0001.、 4WD)購入、女満別消防団第 1分

5月

9月

10月

12月

平成10年 1月

団に配置

4月 女満~IJ分署職員 1 名僧員、 1 8名とする.

女満別消防団団長に岩原繁弘氏就任

9月 : 東藻琴分署において救急救命土1名を配置

日本消防協会から小型動力ポンプ付積載車の寄贈を受け、網走消防団第2分

ηο 
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団に配置

IO月 『女満別消防発足80周年記念式典Jを挙行

II月 i 消防署において救急隊員 1名が救急救命士の国家資絡を取得する。

12月 管理者に大場情氏(網走市長)就任

常呂分署及び常呂消防団第1分団、消防庁舎移転新築併せて、通信指令情報

システム導入、運用開始

平成II年 2月 消防長に池田均氏就任

次長に金引邦彦氏(兼消防署長)就任

小型動力ポンプ付水槽車H型(I0，000L)購入、消防署に配置

3月 女満別消防80年のあゆみ」発刊

常呂消紡団、優良消防団として消防庁長官から表彰旗を授与される。

東藻琴分署、通信指令情報システム導入、運用開始

網走消防団第2分団(能取)にサイレン培新設

4月 ; 同l管理者に鈴木雅宣氏(網走市助役)就任

収入役に長崎昇司氏(網走市収入役)就任

苗IJ管理者に小島忠和氏(東務琴村長)就任

消防署において救急救命士業務の完全運用開始

7月 東部琴分署において救急救命土業務の完全運用開始

北海道消防操法訓練大会において常呂消防団がポンプ車操法の部で優勝

B月 i 副管理者lこ井原久敏氏(常呂町長)就任

II月 i 消防署において救急隊員 1名が救急救命士の国家資絡を取得する。

女満別分署において救急隊員 1名が救急救命士の国家資格を取得する。

12月

平成12年3月

網走消防団第5分団にサイレン搭新築

女満別消防団団長、岩原繁弘氏に消防庁長官から永年勤続功労章を授与され

る。

水難救助資機材一式購入、消防場に配置

医療法人社団網走中央病院より救急医療業務普及推進車の寄贈を受け、消防

署に配置

小型動力ポンプ付水楠車H型(I0，000L)購入、東首長琴分暑に配置

4月 ; 有珠山噴火災答に対して、北海道広域消防相互応援協定に韮づく広域応援隊

(10名)を派遣

7月 母と干の防火大会J (網走市防火委員会設立20周年記念)を網走市で開催

9月 。 消防本部に、広域消防相互応援の功労として、消防庁長官から褒状を授与さ

れる。

10月 : 女満別分署において救急教命士業務の完全運用開始、

水難救助車 (4WO、マリンレスキュー)を購入、消防署に配誼

II月

12月

平成13年 1月

2月

消防署において水難救助隊の運用開始

女満別分署において救急隊員 1名が救急救命士の国家資格を取得する。

消防署防災備蓄庫新築

水槽付消防ポンプ自動車E型 (6，500L)購入、常呂消防団第1分団に配置

消防署消防訓練培 (7階建)新築
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3月 . 女満別消防団、優良消防団として消防庁長官から表彰旗を授与される。

指揮広報車 (4WD)購入、東部琴消防団第1分団に配置

4月 消防団条例を改正し、消防団員の定員を517名とし、次のとおりの編成とす

る。

網走消防団 265名

常呂消防団 100名

女満別消防団 80名

東日事琴消防団 72名

消防長に吉田智彰氏(兼次長)就任

消防署長に草苅敏郎氏就任

消防署において救急隊員 1名が救急救命土の国家資格を取得する固

7月 j 小型動力ポンプ付水椿車H型(10，∞01.)購入、女満別分箸に配置
10月 : 全国共済農業協同組合連合会北海道本部より救急自動車の脊贈を受け、高規

格仕様を施し消防署に配置

消防署において救急隊員 1名が救急救命士の国家資絡を取得する。

平成14年3月 常呂消防団団長、阿部只義氏に消防庁長官から功労章を授与される。

日本損害保険協会よ り高規格救急自動車 (4WD)の寄贈を受け、女満別分

暑に配置

高度救命処僅用資機材一式購入、女満別分署に配置

4月 ! 消防署南出張所庁舎移転新築し、運用l荊始

11月

次長に森純一氏(兼女満別分署長)就任

女満別分署、東藻琴分署において救急隊員各 1名が救急救命士の国家資格を

取得する。

女満別分署において救急隊員 1名が救急救命土の国家資格を取得する。

常呂消防団団長、阿部只義氏、東部容消防団長、森比三夫氏に日本消防協会

から功績章を綬与される。

3月 : 東藻琴消防団、優良消防団として消防庁長官から表彰旗を授与される。

平成15年2月

消防署において通信指令システム(1型)導入、運用開始.

4月 j 次長に草苅敏郎氏(兼消防署長)就任

次長に今井A吉氏(兼常呂分署長)就任

消防署において救急隊員 1名が救急救命士の国家資絡を取得する。

常呂分署において救急隊員 1名が救急救命士の国家資絡を取得する.

常呂分暑において救急救命士1名配置

5月 ; 網走ライオンズクラブより指揮広報車の幸子贈を受け、消防箸に配世する。

6月 j 面l管理者に山下英二氏(女満別町長)就任

10月 j 消防署において救忽隊員2名が放急救命士の国家資絡を取得する。

高規格救急自動車 (4WDS)及び高度救命処置用資機材一式購入、常呂分

署に配置

網走消防団第3分間詰所 ・サイレン熔新築

財団法人網走監獄保存財団よりマイクロパス (4WD、29人乗り)の寄贈平成16年 3月

官。
可
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を受け、消防署に配置する。

4月 東藻琴分署において救急隊員1名が救急救命土の国家資格を取得する。

消防長に竹内道生氏就任

8月 消防署から第 33回全国消防救助技術大会(はしご登はん)に出場し、入賞

する。

10月 消防署において救急隊員2名が救急救命士の国家資格を取得する。

女満別分署において救急隊員 1名が救急救命士の国家資格を取得する。

平成17年2月

3月

4月

網走消妨団団長、遠藤隆也氏に日本消防協会から功績章を授与される。

網走消防団第4分団詰所・サイレン搭新築

組合規約を改正し、刷管理者の定数を 3名として、網走市に属する副管理者

を廃止する。

収入役に鈴木雅宣氏(網走市助役 収入役事務兼掌者)就任

常呂分署において救急隊員 1名が救急救命土の国家資格を取得する。

7月 北海道消防操法大会に東藻琴消防団が出場する。

10月 全国共済農業協同組合連合会北海道本部より救急自動車の寄贈を受け、高規

格仕傑を施し東諜琴分署に配置

網走消防団第2分団(第2卯原内)にザイレン塔新設

11月

平成18年 3月

消防署において救急隊員 1名が救急救命士の国家資格を取得する。

組合構成町の常呂町が北見市との合併により組合を脱退し、 1市1町1村の

構成となり、副管理者を2名とする。

組合構成町村の女満別町と東藻琴村が合併し大空町となり、 1市1町の構成

となり、副管理者を 1名とする。

女満別分署を大空消防署、東藻琴分暑を大空消防署東議琴出張所とする。

網走地区消防組合消防署を網走地区消防組合網走消防署とする。

大空消防署長に森純氏就任

全日本消防人共済会から小型動力ポンプ積載車の寄贈を受け、網走消防団

第2分団に配置

4月 j 消防長に小坂緊一氏就任

網走消防団団長に松井丈氏就任

東瀧琴消防団第2分団を統合し、第1分団第3部とする。

7月 ; 北海道消防換法大会において網走消防団がポンプ車操f去の部で優良賞を

受賞する。

組合規約を改正し、刷管理者の定数を 2名として、網走市に属する面l管理者

を設置する。

副管理者に鈴木雅宣氏(網走市刷市長)就任

網走消防署において救急隊員 1名が救急救命土の国家資格を取得する。

10月 i 全国共済農業協同組合連合会北海道本部より救急自動車の寄贈を受け、高規

平成19年4月

12月

平成20年 1月

格仕様を施し網走消防署に配置

次長に高岡正治氏(兼網走消防署長)就任

大空消防署において通信指令装置導入 ・運用開始

東藻琴消防団団長に原紺擁雄氏就任
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平成20年4月 消防長に吉野守氏就任

網走消防署において都市型救助資器材の運用開始

網走消防署、大空消防署において救急隊員各1名が救急救命士の国家資格を

取得する。

7月 北海道洞爺湖サミット消防特別警戒隊として、大型水槽車(隊員4名)を派遣

B月 網走消防署(ロープブリッジ放出)及び大空消防署(ロープ応用登はん)か

ら第 37回全国消防救助技術大会に出場し、入賞する a

9月 北海道洞爺湖サミット消防特別警戒の功労として、消防庁長官から消防本部

へ褒状が授与される。

10月 先端屈折式はしご付消防ポンプ自動車 (30m級)を購入、網走消防署南出

張所に配置

副管理者に大i宰慶逸氏(網走市副市長)就任

次長に石田良和氏(兼網走消防署長)就任

網走消防団に女性分団(チーム ・クリオヰ)新設

網走消防署、大空消防署において救急隊員各 1名が救急救命士の国家資格を

取得する。

8月 大空消防署(はしご登はん)から第38回全国消防救助技術大会に出場

し、入賞する。

消防ポンプ自動車 (co-[[型)を購入し、 大空消防署に配置

CAFS 搭載水棺付消防ポンプ自動車を購入し、網走消防署に配置

消防長に本間典勝氏就任

大空消防箸長に旭敏男氏就任

網走消防署において救急隊員3名、大空消防署において救急隊員1名が救急

救命士の国家資絡を取得する。

7月 E 組合議員定数を 1名減(大空)、 11名とする。

B月 = 網走消防署(ロープブリッジ救出)及び大空消防署(ロープ応用登はん)か

平成21年4月

12月

平成22年1月

4月

ら第39回全国消防救助技術大会に出場し、入賞する.

9月 ; 総務省消防庁より消防団救助資機材搭載型車両の無償貸与を受け、網走消防

団に配置

高規格救急自動車を購入し、網走消防署南出張所に配置

管理者に水谷洋一氏(鰐走市長)就任

東日本大震災により緊急消防援助隊(北海道第日次派遣隊)として、網走消

防署から隊員 2名を被災地(宮城県石巻市)へ派遣

4月 = 東日本大震災により緊急消防援助隊(北海道第11次派遣隊)として、網走消

10月

12月

平成23年3月

防署から隊員5名、大空消防署から隊員2名を被災地(宮城県石巻市)へ派遣

B月 オホーツク網走農業協同組合より網走消防団第2分団(嘉多山地区)機材庫建

物及び土地の寄贈を受ける。

11月 : 東日本大震災への緊急消防援助隊派遣の功労として、総務大臣から消防本部

表彰状が綬与される。

12月

平成24年4月

CAFS搭載水楠付消防ポンプ自動車を購入し、網走消防署南出張所に配置

次長に臼杵雅則氏(兼網走消防署長)就任
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係

警予
防
調
査
係

救警救管主華防
災
調
査
係

救通t華防
災
調
査
係

救

務理防防ー理防念、防'"白.~、理防防急、防ノ円
'ぃ、

係係係係係t宅仔ミ係係係係係係係係係



歳入

款 項

分担金及び負担金

負 担 金

使用料及び手数料

手 数 料

財 産 l収 入

財産運用収入

t最 越 金

繰 越 金

諸 l収 入

預金利子

雑 入

車直 ムロ 償

組 l口k 債

歳入合計

2表平成24年度組合予算

歳出

金額
構成

款比%

1，082，048 議 ~ 、

98.2 
1，082，048 

300 ?自 防

300 

4 

4 

300 0.3 

300 

2，816 ，品川、 債

100 

2，716 予 備

16，600 
1.5 

16，600 

項

費

議 d3h 3Z 費

費

I自 防 費

監査委員費

常備消防費

非常備消防費

消防施設費

費

ノ'i、、、 債 費

費

予 備 費

1，102，068 100.0 歳出合計

3表平成24年度機成市町予算と組合予算との比較

市一町~名---一~一一~一区分 一般会計予算額 組合予算額

網 走 市 20，948，464 689，381 

大 二ク工也ニ 町 7，586，487 412，687 

d口~ 言十 28，534，951 1，102，068 

-19ー

(単位千円)

金額
構成
比%

2，248 
0.2 

2，248 

1，049，165 

86，397 

62 
95.2 

826，923 

67，442 

68，341 

50，155 
4.5 

50，155 

500 
0.1 

500 

1，102，068 100.0 

(lji位千円)

比 率

3.3% 

5.4% 

3.9% 



ゐごと
網走市

大空町

合計

予算傾

(千円)

689，381 

412，687 

1，102，068 

4表人口・世帯数に対する組合予算

人口

(人)

38，162 

7，995 

46，157 

|山!;f算額|
18，065 

51，618 

23，877 

注 入口・世帯数は平成24年3月31日現在の住基台帳による。

5表組合予算の推移

よぞ| 組合予算額 1人当りの予算額

(千円) (円)

平成23年度 1，113，157 23，749 

平成22年度 1，128，646 23，887 

平成21年度 1，305，506 27，504 

平成20年度 1，290，444 26，887 

平成岬司 1，154，516 23，772 

1，114，519 22，738 

1，372，629 25，308 

平成16年度 1，557，026 28，435 

平成15年度 1，439，997 26，076 

平成岬司 1，527，915 27，460 

-20 

世帯数

(世帯)

18，121 

111t帯当りの予算穆

(円)

38，043 

3，103 132，996 

21，224 51，926 

1世帯当りの予算額

(円)

52，029 

52，812 

61，314 

60，479 

54，162 

52，588 

59，744 

67，720 

62，516 

66，721 



6表職員配置状況

( )内は兼任数

所で で

消防吏員
d口b、

司 司 司 士 品rJ 土

監 % % 土 士 見
言十

長 J甘h 補 長 長 習

消防長

I自 次 長
防
総 務課 1 1(1) 2 4(1) 

本
部 消防課 3 

予 防課 (1) 1 2(1) 

言十 1 2(1) 1 3(1) 4 1 11(2) 

網
署 長 (1) (1) 

管理課 (1) (1) 

管理係 2 3 
走 警防課・主幹・司令 8 8 

事事防係 2 4 3 9 

I自 予防調査係 2 5 2 10 

救急係 2 4 7 

防 通信指令係 3 2 6 

出張所・主幹・司令 3 3 

署
出張所望書防係 2 3 5 

出張所救急係 2 4(1) 1(1) 7(2) 

小計 1 (1) 1lC1) 1 14 23 (1) 1 1 9(1) 1 1 1 58(4) 

署一 長

大
管理課・主幹 3(1) 3(1) 

管 理係 2 
白，

3 

予防係 3 3 
空 警防課・主幹 4(1) 4(1) 

警防係 (1) 3 3 6(1) 

I肖 防災調査係 2 3 

救 急 係 (1) 2 2(1) 

防 通信係 (1) (1) 

出張所・主幹 4 4 

署
出張所望書防係 (1) 2 3 (1) 

出張所防災調査係 (1) 2 3 (1) 

出張所救急係 (1) 1(1) 

小計 1 11(8) 1 2 5 1 36(8) 

合計 1 2(1) 24(10) 1 19(1) 44(1) 1 1 14(1) 1 1 1105 (14) 

21-



7表年令別消防職員

云竺
司 司 司 土 晶11 士

A ロ
監 メI23K メ甘〉、 士 土 見

言十
長 A τ3 補 長 長 習

20 歳 未 ?前 3 3 

20歳以上25歳未満 9 10 

25歳以上30歳未満 7 2 9 

30歳以上35歳未満 10 10 

35歳以上40歳未満 19 19 

40歳以上45歳未満 2 6 8 

45歳以上50歳未満 4 7 12 

50歳以上55歳未満 l 9 7 18 

55 歳 以 上 l 11 3 16 

耳Z 均年 A τ3 59.0 56.0 53.4 49.7 35.3 21.6 24.0 40.7 

J口K 言1 2 24 19 44 14 1 105 

B表勤続年数別消防職員

よと: 司 司 司 士 面11 士
メロミ

皿臣と -% 'j注1入 士 士 見
計

長 〆4¥' 補 長 長 習

5 年 未 1荷 13 l 16 

5年以上10年未満 4 l 5 

10年以上15年未満 14 14 

15年以上20年未満 19 19 

20年以上25年未満 2 2 4 8 

25年以上30年未満 6 5 l 12 

30年以上35年未満 3 B 1 12 

35 年 以 上 2 13 4 19 

平均勤続年数 2.0 37.5 33.0 30.8 15.4 2.1 20.6 

メ口当、 計 1 2 24 19 44 14 l 105 

。L
O
L
 



9表消防団員配置状況

江ぞ 団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員 合計

反証 反面 女性 ヨ雇 区証 l女性 反証 女性

本 部 4 1 2 1 10 

女性分団 1 2 2 2 2 15 15 21 21 

第I分団 l 2 4 12 56 75 

網
第2分団 2 3 6 24 36 

走
?向 第3分団 l 2 4 21 29 

防
第4分団 l 2 4 19 27 

団

第5分団 l 2 4 22 30 

第6分団 l 2 4 17 25 

計 1 4 8 11 18 2 37 2 174 15 253 21 

女消
オz 部 3 2 2 2 1 1 5 5 16 9 

満防 第1分団 2 4 日 47 62 

別回
言十 3 3 1 4 6 9 52 5 78 9 

東消
本 部 1 2 l 2 5 5 13 7 

藻防 第l分団 l 3 6 33 14 

琴回
計 2 2 5 B 38 5 57 7 

J仁台1、 音| 3 8 13 2 17 2 29 4 54 4 264 25 388 37 

10表年令別消防団員

階級
団 国l 分 自l 剖l 班 団 メ口ぅ、

団 団
分
団

長 長 長 長 長 長 員 計

年令 四E 反在 女性 両証 反面 女性 l女性 反証

20 歳 未 満

20歳以上25歳未満 9 9 

25歳以上30歳未満 33 33 

30歳以上35歳未満 45 45 

35歳以上40歳未満 8 76 13 84 13 

40歳以上45歳未満 4 9 1 47 4 61 6 

45歳以ヒ50歳未満 6 13 30 2 50 2 

50歳以上55歳未満 4 11 3 14 3 16 5 45 12 

55 歳 以 上 、3 B 12 2 12 8 10 8 61 3 

平 均年 1l' 66 63 59 59 56 55 52 51 48 49 38 41 43 44 

メ口ミ 言| 3 8 13 2 17 2 29 4 54 4 264 25 388 37 

η
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11表勤続年数別消防団員

団 面1) 分
長引l 制l 班 団 A 口

団 団
分
団

長 長 長 長 長 長 員 言十

女性 女性 医証 直証 女性 女性 医雇 医証

5 年 未 1商 2 82 13 84 13 

5年以上10年未満 4 65 7 69 8 

10年以上15年未満 日 3 56 5 65 9 

15年以上20年未満 4 l 14 28 47 

20年以上25年未満 3 2 3 2 6 2 11 21 44 6 

25年以上30年未満 4 14 12 10 42 

30年以上35年未満 3 3 3 2 13 

35 年 以 上 2 7 8 6 24 

平 均勤続年数 41 40 32 20 30 20 21 17 18 11 10 6 14 9 

i口h 言十 3 8 13 2 17 2 29 54 4 264 25 388 37 

12表消防団員任免状況

hLご任用 退職 昇格 合 計

女性 女性 女性 女性

本 剖1 2 3 

女性分団 1 1 

第1分間 6 3 10 

網
第2分団

走
消 第3分団

11方
第4分団

団

第5分間 1 

第6分団 l 2 

言十 4 B 5 17 

女消
本 書官 5 4 6 5 

満防 第1分団 4 5 

別団
言十 2 9 4 II 5 

東消
本 部 2 2 2 4 3 

務防 第1分団

琴団
計 2 2 2 4 3 

バ口合、 言t 4 12 2 16 6 32 9 

-24一



13表 平成 23年度研修状況

一区一一分一一一一一一一 ~一一一一一一所一一一属一
~l同 大

言十
走 空

初任教育 4 4 

警 防' 手4 。
予防査察科 。

専
危 険 物 科 。

科
教

火災調査科 2 育ー

1肖 職 救 急 科 2 2 

救 助 科

防 幹部教育 幹 剖i 科 1 

員 消防ポンプ操法指導員課程 。
学 特 はしご自動車運用課程 2 2 

月1)
気 管 挿 管 講 習

教

校
育 薬 期l 投 与 3茸 習 2 2 4 

追加講習(病院実習) 。
気管挿管再認定講習 3 2 5 

基 礎 教 育 2 2 

団 員 女 性 教 育 。
幹 部 教 育 2 2 4 

幹 部 科

総
上 青及 幹 部 科 。

辺口、
教

新任消防長学校長科 。
育

大 消 防 団 長 科 。
撃事 防 科 。

学

専 予 l応 科 。
校

科
救 急 科 。

教
育 救 助 科 。

新f {圭 教 ( 昌 科 。
実 主完 i非 玄t羽a 。

救急救命東京研修所 。
救急医療業務実地修練(日本救急医療財団)

北海道市町村職員研修
l口h 22 9 31 

25 
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14表消防車両保有状況

おぞ 車両別
シャシ名 エンジン 登録番号

ポン
購入年月 車令

水情{県i椴)
鑑E線番号 呼材、

車両型式 型式 級別 お肱:9，.トル

水 槽 III日野BDG-FRIAPYA改 ディーゼル 北見800は628 モリタME-5 A-2 H22.1 2.3 6500(45) 網走タンク 1タンク l 号 ~I

" 日野LDG-FRIAPBA改 ディーゼノレ 北見800は705 モリタME-5 A-2 H23.11 0.4 6.500 " 2タンク 2 号耳E

" ヒノU-FT3HGAL改 ディーゼノレ 北見88は565 日機式V3000 A-l H6.10 17.6 2.000 " 3 " 3 F勺. 事

" イスズP-CVRI7K改 ディーゼノレ1ヒ88さ1571 モリタME-5 A-2 S62.10 24.6 3.000 " 4 " 4 ~. 車

" イスズU-CVR7口氏改 ディーゼノレ 北見88は引4 モリタME-5 A-2 H4.10 19.6 3.000 H 3 " 5 号一 車
大型水柑 n工イスズKC-CXZ8IK2改 ディーゼノレ 北凡88は867 トーハツV75EM 8-2 HIl.l 11.3 10.000 網走水槽 1水 槽 ~ヨ 事

I:l: L 11!日野BDG-PRIAPYF ディーゼノレ 北見800は 569 モ日夕EM-C H H20.1O 3.6 網走はしご lはしご l 号車

マ向 化学班イスズU-CVR70 ディーゼノレ 北見881:1683 モリタME-5 H H8.3 16.1 1，500(1，200) 網走化学 lイと 学 l 号ー 車
防
救助工作車 ディーゼノレ本 11 KC-FTS33H4 北見88は811 HI0.1 14.3 網走故助 l救助工作 l号車

部 日規格救急nrトヨタGBF-TRH226S ガソリン北見830や119 H19.9 4.6 網走救急 l救 ノ';d. ロ"J 11! 

網 間規格救急車 トヨタTRH-TRH8045 ガンリン北見830ろ119 H22.10 1.5 H 2 " 2 ~-コ 11! 

走 日規絡救急車 " GE-VCH285 ガソリン北見830な119 H13.10 10.6 H 3 " 3 号 車r肖f.;抑広報車 ディーゼノレ 北見88そ 2197 H9.3 15.1 網走指揮 I指開広報 l号車
防 11 KCーLHI25B

網 型一 指 令 1I!1 " E-GX70G改 ガソリン北見88ま416 H5.5 18.11 " 2指 令 -f;:- 事

" " TA-ACR40W ガソリンヰヒ800さ1475 H15.5 8.11 " 3 " 2 号一 車
広 報 耳II " R-ETl76V改 ガソリン北見88ま308 H4.5 18.10 網走広報 l広 報 号 車

防火広報班 11 Z-RZH1l2V改 ガソリン北見88そ 1598 H7.6 16.10 網 走 2防火広報 l号車

応急手当普及車 11 GF-RCH47W ガソリン北見800さ397 H12.3 12.1 網走救 t・4普 及 推 進 号一
走 マイクロパス エッサンKK-BHW改 ディーゼノレ 北見800さ1687 H16.2 8.2 災 対 1災 '，!; l"l氏、多口的 ，jt

資傑材慨送車 11 KG-LRMD22 ディーゼノレ 北見800さ651 H12.9 11.7 網 走 l資機材蝿追・1号JI(

ミー消防車 パ̂/レV-KS4 ガソリン北見480あ 6336 H20.4 4.0 わ /ν 11 く 君

ポンプ耳EエyサンK-CM90C改 ア-イ ゼノレ 北88せ 912 モリタME-5 A-2 554.8 32.8 網走ポンプ 2l!! I分団 l号車

" H M ディ ゼノレ 北88せ 779 M 

" 553.8 33.8 H 3 H 2 号車

網
M M CM90E改 ディ ゼノレ 北88せ 755 H M S53.6 33.10 H 4 H 3 号車

資機材車イスズ BKG-NHS85Aディ ゼノレ 北見8口0さ3118 トーノ、~VF63AS 8-2 H22.9 1.6 制定賢融材 1 H 4 号車
走
積載 l~ ディーゼノレ 北且88そ 488ミツピシU-FG337E改 シノ〈ウラB-715 8-2 H2.9 21.7 卯 原 内 2第 2分団付且1縦

T肖 " ::::"-yサンrC-SH4F23 ガ Y !J ン北見830も119 シパウラ5F-756MZ " H18.3 6.1 H 3 "嘉多山積載

防 " トヨタ GB-YYIOI改 ガ Y リン北見88そ 2703 フジロビンP555SM " HI0.9 13.7 iiも己 取 1 " f車取積縦
" ミツピシP-FG335E改 ディーゼノレ 北見88そ 305 シパウラB-7I5 " HI.9 22.7 北 浜 1第 3分団付税総

団
" ディーゼノレ 北見88そ 304 " " 

H 22.7 呼 人 1第 4分団付積載
" " 

" H 

" 
ディーゼノレ 北見88そ 306 M " " 22.7 語届 琴 1第 5分団付積載

" H U-FG337E改 ディーぜノレ 北見回そ 718 " M H3.12 20.3 前li 士別 1第 6分団付積載
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lix 

大

空
Y向
防
大 坦

空
女
a 
捌
何冊

‘H 問

• "‘ • m 肪
同

車両目l
シャーン名

車両型式

化 学 車ヒノPK-FR2PPWA改

ホ 槽 車ヒノU-F53FMB改

高規格救急1lIエッサンGE-FLWGE50改

故 r-山J、 耳EトヨタU-LH1295

司 令 1lI1 ='-"サンE-FGNY32改

指抑広報車 11 Q-KRMGE24改

水柿IlLヒノUーF53FMBA改

大型水槽耳ZミツピシP-FV416JD改

大型木糟車 ヒノKG-F54FPFA

防火広報車 ーァサンKG-VWMGE24

高規格救急車 トヨタTC-VCH285改

迎 絡 事トヨタE-EP85

水 糟 車ヒノKCーETUGBL改

ポンプ車ヒノBDG-GX7JGWA改

大型水情事イスズKL-CYZ81Q改

惚 送 車トヨタKD-KZH1l6G

制 -匝 車 " 5ーτF555HD改

ポンプ砿 ヒノKC-FXlJGBA改

災:;!i機材迎惚砿 ミツピシP-FG335E改

指知広報耳EトヨタGF-RCH47W

ポ J プ
エンジ0/ 笠録番号

型式

ディ ゼノレ 北見830ま119 モリタME-7A

ディーゼノレ 北見881土586 モリタME-5

ガ;; y ン 北見800さ1116

ディーゼノレ 北見88そ 1392

ガンリン 北見8301正119

ディーぜん 北見88そ696

ディーゼノレ 北見88は498 モリタME-5

ディーゼノレ ;t88さ1532 フピットP-503

ディ ゼノレ 北見800は 68 トハツV68A5X

ディ ぜん 北見45せ 9072

ガソリン北見800さ2111

ガソリン北見56と4153

ディ ー ゼル 北見88は813 モリタME-5

ディーゼル 北兄800は 622 モリタME-5

ディーゼノレ 北見800は150 トーハツ3000、VC52

ディ ー ゼル 北見33そ4992

ディーゼ Jレ北見88そ544 ラピ、ノトP-508

ディーゼノレ 北且88そ2455 モリタME-5

ディ ー ゼノレ 北凡88そ 164 フピYトP-508R

ガ Y リン 北見800さ824

車令
水柿(l!!液)

蝉総番号 呼酔鵬入年月
級別 :i~fiU，.トル

A-l H17.2 7.2 4.000(2.000) 大空化学 1イヒ 学 車

A-2 H7.3 17.1 6.500 大空タンク 213 部 nr 
H14.3 10.1 大宮教~'， 1 救 包} ヰE

H6.10 17.6 大空救急 2救 CL nr 
H8.7 15.9 大空司令 l司 令 耳工

H3.11 20.5 大空指揮 1指 抑 広 報 車

A-2 H5.12 18.4 6，000 Jl(部容タンク 111 戸ワー 車

B-2 562.3 25.1 10.000 東部恕水槽 212 号ー nr 
8-2 H12.3 12.1 10，000 東部禄水憎 113 v ロ- 車

H9.1O 14.6 東部容広報 l広 報 車

H17.9 6.7 東部容救急 1救 J'也V・ 車

H19.4 20.0 迎 絡 車

A-2 HI0.3 14.1 2.000 大空タンク 112 部 車

A-2 H21.1I 2.5 600 大空ポンプ 111 部 車

B-3 H13.7 10.9 10，000 大空水糟 114 部 車

H8.5 15.11 大空惚送ユ 侮 送 車

8-2 H3.2 21.2 大空椴載 1般 総 車

A-2 HI0.l 14.3 耳t輔却ポンプ 114 '同J一 車

B-2 563.11 23.5 東西高野積載 tl5 号一 事

H13.3 且!~母指何 l 抗日 令 車



15表 可搬式動力ポンプ現況

おぞ 機関名称 ポンプ型式 ポンプ級別 馬力 購入年月 経過年 配置場所

トーノ、ッ V63AS B-2 63 H22.9 1.6 第1分団

シパウラ B-715 B-2 55 H2.9 21目7

シノ《ウラ SF-756MZ B-2 62 H18.3 7.1 第2分団

富士ロビン P-555 B-2 60 H10.9 13目7

シノくウラ B-715 B-2 55 H1.9 22.7 
第3分団

シノ〈ワラ B-715 B-2 55 S63.12 23.7 
網 走

シノ王ウラ B-715 B-2 55 H1.9 22.7 
第4分団

シノくウラ B-715 B-2 55 S62目9 24.7 

シバウラ B-715 B-2 55 H1.9 22.7 
第5分団

シパウラ B-715 B-2 55 S62.9 24.7 

シパウラ B-715 B-2 55 H3.12 20.4 
第6分団

シパウラ B-715 B-2 55 S63.12 23.4 

ラビ、ット P-508 B-2 52 H3.2 21.2 
女満別 第1分団

トーハツ VC52AS B-3 46 H13.7 10.9 

東藻琴 ラヒcツ卜 B-2 52 S63.11 23.5 第1分団

16表 消火泡原液及び流出油処理斉1]保有状況

kとと 消火泡原液(リットル) 流出油処理剤(リットル・kg)

網 走 2，182 1，546 306.8 

大 空 9，300 590 739.5 

メ口ミ 言十 11，482 2，136 1，046.3 
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17表消 防資器材保有状況

分矧 貰需府柏 制定 穴空 1l' 間
L甲不ンフ
11ンタ アノスノレ 9 

話語
シ〆 2 
ノスノレ 3 

放水器具 l 
1ヲ芭1 ス/レ 5 
ノスル

晴i
ン 24 

5 

刀、z

4 I 
3 2 
l 2 
3 
3 2 
2 
2 

H 3 
/1 hザ 2 

救助椋具
H w 
H w 
H kw 4 3 
M IKW 4 
11 ll¥W 4 

バスケ2トス卜l 2 
多 目

f'T~支召主事長
二工 /'1 

ト「
flレ:

紘壬Z左ごて山ドZ竺盟~r{互雌互三三」
2 
3 
12 

、ー，.;;<'l!擁

Hノtコ閏阻U二止一ア土工ー平ェ式ェ、ヌ、報ノ世ー-{即W嬰i 1 J 
戸青井lJ E 
λ;;vツタ 3 
刀ツグ』ー 3 
ジャッキ

ンνン
7 レ/y 3 

破線総具
トら てr 「リノレ
ト
刃ツグー lι

盤整
3 6 

ト I 

8 3 
シ〆グリ」ー 3 

曜臨
14 
10 3 
8 B 
3 

16 
5 

ト寸
スクト」
|マスク

保護器具
トー 29 
トて
卜」 3 

5 12 

口議
1 

‘;r. 10 
件 ンベ 84 ;5 

2 
r~ 卜 15 

I主

事示
2 17 19 

測定器具
1ー房吋要燃素事

2 2 4 

通信器具
19 19 

318 2 
オ.中 12 

市百用広告出且 I 
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18表 救助工作車積載器目，、
機 材名 数量 機材名 数 量

空気呼吸器(フイフゼムK815) 5 金てこ 3 

予備ボンベ(8Q・12Q) 10 パイロン 9 

酸素呼吸器 2 フック棒 1 

有毒ガλ測定器 1式 消火器 l 

可燃性ガス測定器 1式 ロプ 30m 2 

酸素濃度測定器 l式 ロープ 40m 2 

携帯拡声器 2 ロープ 50m 2 

携帯投光器(カドー力、懐中電灯 5 ロプ 200m l 

救命浮輪 2 ロープ小網 10 

フイフガードスローノ〈ック 2 カフピナ 25 

救命胴衣 15 滑車 15 

発電機 1式 救急箱 l 

投光器(メタノレハフイド) 1式 デジタノレカメフ 1 

携帯発電機 l エアテント 1式

投降器 マンホーノレ救助器具 l 

エンジンカッター 1 ウインチ 1 

チェンソ i クレン

チノレホーノレ 安全帯 4 

納圧式投助器具(ポートパワー) 1式 防塵7スク 7 

油圧式救助器具(スプレッタ ) I 防塵メガネ 10 

悩庄式救助器具(カッター) 防毒マスタ 5 

摘圧式救助器具(ラムソリンダー) チノレスリング 3 

エアソ 1 シャツタノレ 4 

マット型空気ジャッキ 1式 鋼板吊タフンプ

かぎ付はしご チェーンプロック 1 

速はしご エア マット(ソフトフンディング) 1 

ワイヤーはしご 1 薬きょう 3 

サパイパースリング 2 エアーノ〈ックセーフティー 2 

救助用縛帯 l ハネス(隊員用) 5 

平担架 1 ハネス(要救助者用)

多目的担架 スタァイックロ プ 50m

ボノレトクリッパ 2 スタティッタロ プ 100m 4 

ス|ライカー テ プスリング 36 

削岩機 プノレージックコード 4 

酸素溶断器 1式 ブJフピナ 27 

耐電手袋 7 プリ 6 

けん引ワイヤー(16凹) アイディ 2 

救命索発射銃(M3型) ストップ 2 

剣先スコップ 5 レスキュ ェイト

夜光反射ベスト 5 アッセンション 2 

反射式合図灯 2 レスキューセンダー

緩降機 スイペノレ

斧 ポ 2 

つるはし プットプロ

掛け矢 I デイジチェン 5 

中ハン7 ピタゴ ノレ I 

とび口 セットキャタヒ・フー I 

鋸 I トフンλポ ザック 3 

詑 バスケットストレッチャ 2 

万能斧(弁慶) 2 フォ一ポイントプフイドノレ

携帯警報器 5 スアップチョ ク 1式

19表 消防水利施設現況

lX 
消火栓 防火 水 槽

公設 私設 40m3以上 401TI3未満 合計

基準充足基準不充足基準充足基準不充足 40，m> I 201m> 20m3> 井戸
網 走 38'1 3 38 26 451 

大 空 6 34 74 3 117 

-g- 言1 390 34 3 112 29 568 
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20表前年対比

区分 日
出

損 当 出火原因 権 f寵 焼
件
害 り 焼損而積

火 当
額

の 災 Dt 損
り 損

件 の
( 

害 世 人 根l
日
千 額 1 2 3 

数 数
円

( 
{立 {立 イ立

有干 員 数
建物 林野

年
) 円 (n{) (a) 

) 

た配た

23年 17 21 33，901 521 ぱ線き 9 24 16 634 。
器 火
」具

事電

22年 14 26 74，862 205 
」 気 煙

7 15 10 1，253 。ん 装 突
ろ 置

21表火災概況

地 域
網 走 大 尚ニE三L 主旦 iロk 

区 分

全 焼 6 2 8 
半 焼 。

火 建 物
部分焼 2 2 
ぽ や 3 1 4 

54 爆 発 。
言十 11 3 14 

件 林 野 。
車 両 1 2 

数 船 員自 。
そ の 他 1 
J口L 言十 13 4 17 

焼
全 焼 6 2 8 

損
半 焼 。

棟 部 分 焼 3 3 

数 ぽ や 4 5 
i口k 言十 13 3 16 

焼 全 焼 385 249 634 
損 半 焼 。
面 割日 分 焼 O 
穣 ぽ や O 
(ni) メ口ミ 言十 385 249 634 
林野焼損面積 (a) 。 。 。
擢 全 損 2 2 
災 半 損 。
世 損 7 7 
帯 i口k 言十 7 2 9 
権 災 人 員 17 7 24 

死傷者
死 者 。
傷 者 2 5 7 

損 害 額 (千円) 6，761 27，140 33，901 

-31一



22表 地域別単位火災状況

三7-¥土土 網走 大空 組合

件 数 l 日 当 り 0.036 0.011 0.047 

焼損株数 1 {牛 当 り 1.000 0.750 0.941 

1 日 当
!1Ji災人員

り 0.047 0.019 0.066 

1 i牛 当 り 1.308 1.750 1.412 

1 日 当
f甚災世帯

り 0.019 0.005 0.025 

1 i牛 当 り 0.538 0.500 0.529 

1 日 当 り 1.055 0.682 1.737 

焼損而積 1 {牛 当 り 29.615 62.250 37.294 

(ni') 権災1世帯当り 55.000 124.500 70.444 

1 日 当 り 18，523 74，356 92，879 

1 件 当 り 520，077 6，785，000 1，994，176 

t員 害 額 1世帯当り 366 8，704 1，569 

(円) 人 口1人当り 174 3，366 721 

fIIj災世帯1世帯当り 965，857 13，570，000 3，766，778 

権災人員1人当り 397，706 3，877，143 1，412，542 

出 火 率 3.3 5.0 3.6 

注) 人口及び世帯数は平成23年12月31日現在
出火率とは人口1万人当りの件数

23表覚知別火災件数

党知別
119番 加入電話 事後党知 駆け付け その他 計

区 分

全 焼 7 l B 

半 焼 。
部分焼 l 2 

建物火災
1;( や 2 4 

i暴 発 。
言十 10 2 。 14 

林 野 。
車 両 2 2 

船 月自 。
そ の (也 1 

J口A 言i 13 2 l l 。 17 

比 率 (%) 76.5 11.8 5.9 5.9 。。 100.0 
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。3
"" 

区

分

月
jllJ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

B 

9 

10 

11 

12 

ぷロ〉、

2十

火災件数

建物火災 船車林航そ

累

全半部 ぽ 燥 空の J十
分 計

焼 焼 焼 や 発 舶 両 !I!f 機 {也

11/  

l 2 

l 3 

1 l 4 

2 2 6 

l 2 1 41 10 

01 10 

11 11 

01 11 

l l l 31 14 

21 16 

l 11 17 

B 。2 41 0、 。2 。。11 17 17 

24表平成 23年月別火災統計

焼 損
焼 出必 林

死 傷 者
里子 催

損
損 権災世帯

消防t ての他
損 害 見積額(千円)

棟数 表
焼 災
凱 職 良

面
全 半 官官ぽ

面 面 全 半小 人 死 傷 死傷 建 内 船 車 林 航 そ

分 高~ 積 絞 容 空 の
ぷ口〉、 累

焼 焼 焼 や 損 損 損 員 者 者 者 者 物 物 舶 両 野 機 他
2十 計

(ぱ)( rrl) (a) 

l B 7 2 5 120 24 144 。
l 94 l l l 2，412 2，826 5，238 5，382 

l l l 124 68 192 5，574 

l 86 l 2，414 3，630 6，044 11，618 

2 275 2 21 11，620 

l 2 7 。 5 102 13 115 11，735 

01 11，735 

104 104 11，839 

01 11，839 

I 1 9 17 50 67 11，906 

1 I 155 l l 5118，222 3，701 21，923 33，829 

4 72 72 33，901 

B 。3 51634 9 。2 。71 18 。。。7123，413 10，334 。50 。。104 33，901 33，901 



25表 建物 火災用途別発生状況

〉ご
出 焼 損 練 数

焼
橿 災 死傷者 損害額(千円)

火
焼損 t負

世 人 死 {甚
全 半 部 l王 爆 要時

分 言十
面積 面 建物 内容物 百十

{キ
焼 焼 i宅 や 尭 <"1) 

f貧
術 員 者 者

数 (ぱ)

専 用 住 宅 3 2 3 155 3 12 4 18，212 3，700 21，912 

物 置 3 3 3 282 93 11 104 

工場 ・作車場 l 86 2，414 3，630 6，044 

共 同 住 宅 2 2 2 2 2 2 146 71 217 

底舗併用住宅 2 l 2 94 2 5 2，412 2，898 5，310 

公衆消場併用住宅 。 o 
住宅 兼倉庫 。 o 
欽 貴 庖 。 。
納 屋 1 8 7 2 5 120 24 144 

責 直 。 。
図 書 皇官 。 o 
駐 輔 場 。 。
堆 !e 舎 o 。
合 富十 12 7 。2 3 。121 625 9 9 24 o 7 23，397 10，334 33.131 

26表 曜日別火災件 数 及び損害額

ιュヨ云Z
件数

損害額(千円)

1図 曜日別火 災 件数

15似加。

直

"は泌

3αX泌

25000 

2側lOO

剛

脚

。

臼

畷
月
曜

火
曜

水
曜 '" 贋 金

閣
土
曜

合
1十

2図 時間別火災件 数

。匂，-‘ ・-6 6-8 8-10 10-12 12....14 14....18 16-18 18-20 20-22 22-24 不明
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27表過去10ヶ年の火災発生状況

火災件数 焼領面積 死傷者

建物 林野 権災 (千円)
建物 林野 車両 船舶 その{t!1合計 死者 傷者

(nf) (a) 

23 14 2 l 17 634 。 7 9 33，901 

22 9 l 4 14 1，253 2 3 7 74，862 

21 21 5 3 29 1，717 1 3 12 68，294 

20 9 2 8 19 1，286 5 186，163 

19 16 7 8 31 2，321 1 6 9 142，601 

18 19 4 11 34 769 2 4 12 74，987 

17 25 l 5 6 37 1，988 50 2 6 12 58，036 

16 26 6 9 41 1，114 3 3 12 54，507 

15 29 5 11 45 1，065 4 5 29 80，433 

14 24 l 4 3 32 1，258 2 5 16 70，324 

合計 178 2 41 。64 299 13，405 52 16 42 123 844，108 
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2日表 組合発足以降の主な火災

X 
焼損棟、数 権 死傷者

出 火
用途 全 半 部

災 焼損 損害額 死 1基 原 因
所在地 ~} 人 面績 (千円)

焼 焼 焼 員 (nf) 者ー 者

S47.1.14 東穣琴 住宅 4 111 945 1 煙突の過熱

2.15 網走 /1 5 100 835 l ストーブの過熱

4.3 /1 /1 20 30 1 不明

4.30 女満別 林野 3，136a 3，136 I火入れの残り火

11.20 網走 車両 17，542 不明

S48.5.5 /1 林野 500a たき火の火の粉

5.6 常呂 /1 100a 不明

5.7 網走 /1 130a 184 枯草焼の火の粉

7.30 常呂 工場 4 822 18，875 l電球

S49.1.19 網走 併用住宅 5 152 10，861 2不明

4.14 /1 住宅 5 41 2，529 2 /1 

5.14 女満別 /1 3 B 394 4，930 1 l灯油ストーブ

6.22 常呂 /1 2 14 447 I たばこ

7.25 網走 倉庫 3 7 423 25，346 l不明

10.2 /1 住宅 1 7 22 2，650 I マッチ

S50.3.16 /1 加工場 2 20 758 28，667 l子供の火遊び

12.15 女満別 住宅 2 4 18，1 2，860 l 放火の疑い

12.25 網走 畜舎 I 2 431 12，046 電球

S51.2.11 /1 住宅 89 .124 l 不明

8.15 女満別 作業場 I 394 11，714 /1 

11.1 網走 併用住宅 4 125 23，120 /1 

11.18 /1 長屋住宅 1 自 4.1 5，344 2 2 /1 

S52.1.1 /1 旅館 3 11 15 1，716 49，343 5 /1 

1.16 /1 車両 566 l /1 

1.16 /1 共同住宅 I 3 23 998 /1 

2.16 /1 冷蔵庫 I 2 2，112 253，998 /1 

5.26 東部琴 学校 757 18，770 焼却炉の火の粉

6.14 網走 住宅 I 3 5 52 929 不明

11.10 /1 /1 l 5 144 11，482 2ストーブの弱射熱

S53.3.7 /1 /1 2 33 552 1 不明

4.24 /1 林野 100a たき火

5.7 女満別 /1 242a 2，388 火入れの火の粉

5.7 網走 /1 365a 105 たき火の飛火

8.25 網走 住宅 I 2 。2，343 LPガス燥発

10.30 /1 /1 4 。 5 l lストーブの頼射熱

S54.2.21 女満別 畜舎 556 22，591 トフクターの排気管

2.2日 網走 学校 2 1，686 54，148 不明

6.11 /1 応鈍 259 14，513 煙突報射熱

7.13 /1 住宅 1 30 1，281 I 不明

11.1 /1 倉庫 I 455 40，402 /1 
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lif 
焼損棟数 擢 死傷者

出火
用途 全 半

部 災 焼損 損害額 死 傷 原 因
所在地 分 人 而積 (千円)

焼 焼 焼 員 ( rrl) 者 者

555.2.22 11 住宅 I 2 75 1，042 1 11 

5.14 東藻琴 林野 1，289a 火入れの火の粉

10.9 網走 住宅 I I 5 118 10，271 lローソク

11.14 /1 /1 6 68 4，137 2 見トープの幅射熱

556.5.6 /1 庖舗 8 579 24，376 ガスバーナー

6.7 常呂 倉庫 l I 5 305 17，658 不明

12.27 /1 畜舎 2 508 12，005 スト}プ

557.1.13 東議琴 倉庫 I 1，346 40，890 不明

3.27 網走 船舶 15，000 電気ストーブ

4.25 /1 車庫 1 13 231 29，087 不明

6.12 /1 倉庫 2 I 6 253 12，182 取灰

9.10 /1 住宅 3 77 11，875 2フイター

12.1日 東灘琴 倉庫 1 225 10，598 溶接機

12.25 網走 その他 I 放火自殺

558.1.6 /1 /1 I /1 

2.6 11 倉庫 l 1 679 20，420 不明

6.16 /1 住宅 l 5 58 16，236 /1 

6.24 /1 共同住宅 1 2 13 403 30，736 11 

11.1 11 住宅 l 11 136 10，861 子供の火遊び

12.16 女満別 /1 1 5 107 12，577 ガユコンロ

559.1.1 網走 11 I 6 63 9，673 1 ローソクの炎

1.25 11 倉庫 2 337 12，412 ストーブの報射熱

11.12 11 旅館 1 3 699 55，499 7放火の疑い

12.7 常日 倉庫 5 2 6 724 6，227 不明

560.9.10 網走 併用住宅 1 3 170 12，379 11 

10.31 /1 長屋住宅 6 41 2，464 I 2プロパンガy、爆発

561.1.1 /1 併用住宅 I 5 110 13，692 ゴミ焼

2.24 網走 応鮪 I 136 14，721 ストーブの頼射熱

10.2 女満別 その他 放火自殺

12.27 常呂 倉庫 I I 1，005 194，218 不明

562.4.21 網走 林野 200a /1 

6.8 女満別 作業場 I 330 20，264 11 

12.21 網走 倉庫 2，799 185，411 不明

563.2.16 東務琴 住宅 1 6 119 15，689 2 11 

7.10 網走 その他 放火自殺

10.2 女満別 住宅 1 2 75 11，103 たばこ

10.11 東藻琴 高舎 1 2，888 81，973 牧草の自然発火

564.1.7 女満別 住宅 l 5 149 13，828 1石油ストーブ

H 1.1.26 東部琴 /1 1 B 122 14，734 風呂釜

3.16 網走 併用住宅 l 5 129 38，248 2不明

10.10 /1 その他 放火自殺
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lX 
焼損棟数 標 死傷者

出火
用途 全

ヰ主 部 54 焼損 損害額 死 傷 原 因
所在地 分 人 面積 (千円)

焼 焼 焼 員 ( Il-!) 者 者

H2.1.22 常呂 住宅 1 6 135 18，342 ガストーチランプの炎

2.1 網走 併用住宅 13 80，105 不明

H3.6.25 常呂 倉庫 l 465 18，778 石炭ストーブ頼射熱

8.22 網走 作業場 i 2，350 93，935 不明

9.30 11 事務室 l 192 19，431 11 

11.20 常呂 併用住宅 7 486 30，579 冷凍機の過熱

12.1 女満別 住宅 6 151 18，904 石油ストーブ

12.15 11 併用住宅 I 57 23，321 11 

1-14.2.19 網走 工場 l 18 12，886 l乾燥機からの漏泊

3.4 11 住宅 3 35 2，604 2 l不明

4.19 11 工場 157 29，882 ガス設備の消し忘れ

5.11 常呂 林野 1，300a 562 車の排気筒

5.18 網走 作業場 195 23，880 ゴミ焼の飛火

10.20 11 住宅 79 932 I 不明

1-15.1.26 女満別 公民館 284 25，114 たばこ

2.6 網走 長屋住宅 1 5 43 6，012 l 3プロパンガス爆発

5.1 11 神殿 55 11，747 子供の火遊び

5.9 女満別 専用住宅 5 194 22，783 煙突稿射熱

H6.10.18 11 11 2 101 10，697 11 

J-I7.1.11 常呂 11 I 自 225 10，262 l火の着いた紙

4.7 女満別 車両 77 放火

7.30 網走 養ili'舎 3 1，408 94，031 不明

9.1 11 11 1，118 15，644 漏電

H8.7.18 常呂 倉庫 668 14，695 低温着火

10.23 網走 船舶 12，585 不明

H9.5.4 女満別 納屋 559 7，090 11 

6.18 11 専用住宅 B 164 32，089 Iたlまと

9.19 網走 作業所 410 15，357 モ}ター(i且電流)

HI0.4.13 網走 庖舗 l 27 49，916 不明

5.8 11 住宅拡食倍 l 日 46 10，021 たIまこ

6.11 11 住宅 2 93 15，810 放火

8.31 11 飲食庖 211 42，121 放火の疑い

9.19 女満別 専用住宅 i 2 147 19，947 放火

HIl.l0.30 網走 11 5 86 17，233 火遊び

11.26 常呂 11 5 150 22，088 ストーブ

H12.3不明 網走 車両 200 I 不明

5.25 11 庖舗 2 7 622 27，268 電灯等の配線

6.22 11 事務所共住 4 1，128 2 2放火の疑い

7.29 11 その他 I 放火自殺

9.11 11 専用住宅I1 2 97 11，906 不明
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lX 
焼損棟数 権 死傷者

出火
用途 全 半

部 災 焼損 損害額 死 {基 舟: 因
所在地 分 人 面積 (千円)

焼 焼 焼 員 ( rrl) 者 者向

HI3.1.29 網走 倉庫 4 10 507 27，163 不明

2.1 11 牛舎 l 621 28，442 ストーブ

5.3 11 専用住宅 l 2 45 2，419 2 たばこ

HI4.4.7 網走 牛舎 591 4，210 不明

8.7 東藻琴 車両 50 l 放火自殺

12.16 網走 住宅・I古告書 l 5 200 37，787 放火

HI5.9.11 網走 専用住宅 l 2 97 2，103 ガy、フ一一プノレ

9.12 11 作業所 住宅 2 28 2，281 l 放火

9.24 女満別 専用住宅 7 156 18，654 ロ-:;クの炎

11.24 網走 共同住宅 1 3 32 597 l 電気ストーブ

H16.1.19 網走 専用住宅 I 2 290 バーナー

7.26 網走 専用住宅 2 189 7，513 2 不明

H17.1.17 網走 専用住宅 I 3 137 3，797 1 放火

2.18 網走 専用住宅 l 5 41 2，257 2不明

3.18 網走 堆舎 I 365 10，312 1電気制御盤

9.16 常呂 倉庫 l 674 7，143 1不明

10.6 網走 専用住宅 2 160 12，924 発電機

HI8.4.2 網走 事務所 1 80 13，202 冷蔵庫

6.5 網走 専用住宅 2 109 8，618 2 放火

8.15 大空 倉庫 I 18 14，244 不明

12.29 大空 共同住宅 l 2 147 26，869 スlープ

HI9.3.13 網走 専用住宅 1 2 97 11，610 1 l不明

12.22 網走 工場 1，271 89，977 不明

H20.1.12 網走 工場 25 5'1，108 不明

1.25 網走 物置 646 3，105 電灯等の配線

5.19 網走 JIi舗俳川住宅 2 l 4 284 111，118 不明

H21.4.2 網走 作業場 l 150 10，431 火のついたゴミ

7.6 網走 加工場 547 8，950 不明

9.15 網走 専用住宅 2 75 放火

9.18 網走 専用住宅 3 142 17，246 l不明

H22.6.26 大空 養畜舎 I 959 'l1，888 不明

7.22 網走 専用住宅 2 72 放火

12.16 網走 専用住宅 2 132 12，914 I 不明

H23.11.11 大空 専用住宅 6 155 21，898 たばこ

注)本統計は死者の生じた火災、焼損面積500nf以上の火災、損害額1，000万円以上の火災、焼損而積

100a以上の林野火災及び特殊火災を列記
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29表前年対比

区分
事故種別(件数) 活動状況

出 拙2
日 日

場 当 送 当
交通 一般

延
り り 急病 その他 延

( へe 

{ヰ の 人 の
事故 負傷 へー 時 走

( 

件 人 時 1丁- km 
分 ) 

数 数 員 員
比率(%)

問
) 距

年 自佐

1，146 94 255 318 

H23年 1，887 5.17 1，776 4.87 1409.56 29，726.2 

60目7% 5.0唱 13.5百 16.9% 

1，040 129 229 371 

H22年 1，769 4.85 1，702 4.66 1240.6 26，331.3 

58.8百 7.3略 12.9% 21目。覧

30表救急体制調

医 療 機 関

救 救急隊員
救 急

救急告示医療機関 その他の医療機関急 自
隊 動 メE》3、

数 車
専 兼 .g. 病 る伺5仇， 病 雲開J会P 

数
療 療

計

任 {壬 言十 院 所 計 院 所 計

4 5 17 57 74 5 5 13 14 19 
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31表 出場件数・搬送人員

事故種別
火 自 水 ヂ-"て、 労 運 力日 自

然 難 通 {動 動 品主 損

54 事 事 災 競 負 行
区分

災 害 故 故 害 技 傷 害 為

出場件数 5 4 74 10 12 199 3 24 

網走 不徹送 3 3 12 l 14 1 13 

惚送人員 2 75 10 11 186 2 11 

出場件数 4 20 4 2 56 6 

大空 不搬送 l 2 2 

腕2送人員 5 22 4 2 54 5 

出場件数 9 。4 94 14 14 255 3 30 
合計 不 搬送 4 。3 14 。1 16 1 14 

惚送人員 7 。 97 14 13 240 2 16 

32表傷病程度別搬送人員

にと!網 走 大 グニ乙ロ

死 亡 41 15 

重 症 267 57 

中 等 症 572 138 

軽 症 962 118 

そ の他 4 。
メ口主、 言十 1，846 328 

注) 死 亡とは、初診時において死亡が確認されたもの。

重 症とは、傷病の程度が3週間の入院加療を必要とするもの。

中等症とは、傷病の程度が重症又は軽症以外のもの。

軽 症とは、傷病の程度が入院加l療を必要としないもの。

合計

急、

病

931 

61 

871 

215 

12 

203 

1，146 

73 

1，074 

56 

324 

710 

1080 

4 

2，174 

その他とは、医師の診断がないもの及び僚送先がその他の場所へ級送したもの。
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そ
J口S、

の

他
計

285 1，547 

6 114 

279 1，448 

33 340 

18 

33 328 

318 1，887 

6 132 

312 1，776 

比 率

2.5唱

14.9唱

32.7% 

49.7覧

0.2也

100.0也



5図年齢別搬送人員

-新生児 ・乳幼児 回少年 ・成人 a老人

6図 発生場所別搬送人員

-住宅 園公衆の出入する場所 E仕事場 ・道路 ・その他
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33表医療機関別搬送人員

$717 
医 療 機 関 その他の場所

私的 私的 合計
国立 公立 公的

病院 診療所
小計 接骨院 空港等 小計

救急、告市 6 33 715 961 3 1，718 。 1，718 

非告不 。 24 。 30 55 。 55 

言1 6 57 715 962 33 1，773 。 3 3 1，776 

34表救急隊員の行った応急処置状況

、ト応急処』置対事象故限迭種人別員
急 病 交通事故 一 般負傷 その {也 言十

1，069 85 228 220 1，602 
処置項目

止 血 10 II 48 10 79 

困 { メと 2 35 41 19 97 

人 工 呼 吸 10 2 5 17 

心 7 ッサージ 。 。
，心 肺 軍事 生 44 2 9 自 63 

酸 索 吸 入 291 12 26 107 436 

気 道 確 f呆 71 2 16 12 101 

※1 。 。
※2 6 7 

※3 31 7 3 42 

※4 4 2 6 

保 i且 13 3 5 3 24 

被 覆 6 II 53 12 82 

在 宅 療 法 22 l 23 

※A 3 3 

※B 2 2 

※C 17 18 

ショックパンツ血圧保持 。
除 細 動 3 3 

輸 i夜 10 10 

薬 舟l 投 与 7 7 

そ の 他 335 2 17 12 366 

血 圧 出1) 定 962 77 189 122 1，350 

心音・呼吸音等聴取 239 22 57 54 372 

血中酸素飽和度の測定 1，006 79 188 180 1，453 

，心 電 図 507 13 32 74 626 

計 3，538 269 683 619 5，109 

1.気道確保 気道の確保のための処置並びに口腔内の消拭及び吸引の処1置をいい、 内数欄は次により区分する。
※l経ぬエアウェイを使用しての気道確保

※2喉頭鏡・鮒子等による異物除去
※3 救急救命士法に基づき重度(/!j病者に対して行う救急救命処置のうち、ラリングアノレマスク等を使用
しての気道確保

※4 救急救命士が気管挿入管処置を実施しての気道確保
2在 宅療 法 在宅療法継続中の傷病者に対しその療法維持のために行った必要な処置(安全確保等に留意し視察

等を行ったことも含む固)及び在宅療法に異常があった場合に行った応急処置をいい、内数欄は継続中

の処置内容に応じ次により区分する。

※A 在宅中心静脈栄養管理在宅科学療法等により点滴処世が施されているもの。

※B気管切開孔文は気管復、人口紅門等の外痩処置が施されているもの。
※C※八、※日以外の処置が施されているもの。
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35表 月別救急業務実施状況

じご
火 自 水 交 労 運 力日 自 急 そ メ口ミ

然 難 通 f劾 即j 般 損
0) 

災 事 事 災 競 負 行
34 害 故 故 害 技 傷 害 為 病 {也 言十

1 出場件数 8 2 19 3 92 21 146 

)1 搬送人員 7 2 19 2 87 21 138 

2 出場件数 3 3 20 80 28 136 

月 搬送人員 6 1 20 76 26 131 

3 出場件数 l 6 3 24 115 35 184 

月 搬送人員 7 3 24 106 35 175 

4 出場件数 3 2 16 95 32 151 

月 級送人員 3 2 12 86 31 135 

5 出場件数 7 6 1 21 4 115 29 184 

月 i般送人員 9 6 l 20 109 29 175 

6 出場件数 7 19 4 87 18 135 

月 搬送人員 6 16 4 85 18 129 

7 出場件数 I 10 30 96 25 166 

月 i般送人員 l 10 30 94 25 162 

8 出場件数 14 1 23 4 97 30 171 

月 阪送人員 14 1 l 21 3 92 29 162 

日 出場件数 s 1 2 22 2 88 20 140 

月 i積送人員 7 1 21 84 19 134 

10 出場件数 10 2 18 3 83 20 136 

J'J i般送人員 10 2 16 78 20 127 

11 出場件数 3 9 2 22 4 73 25 138 

月 i般送人員 5 8 2 21 3 67 24 130 

12 出場件数 l 12 l 1 21 4 125 35 200 

月 級送人員 10 l l 20 l 110 35 178 

d口h 出場件数 9 。 4 94 14 14 255 3 30 1，146 318 1，887 
計 腕t送人員 7 。 97 14 13 240 2 16 1，074 312 1，776 
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7図曜日別出場件数及び搬送人員

日 曜月曜火曜水 曜 木 曜 金曜土 曙

2，000 

1，900 

1，800 

1，700 

1，600 

1，500 

8図既住5ヵ年救急活動状況

平成19年平成20年平成21年平成22年平成23年
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36表 既往5ヶ年救助活動状況

事故種別 火
ヂノ、マ 水 風 機 建 ガ 爆 そ

オ1 械 物 ス
の

通 難 害 等 及
発

等 び f也
言十

自
よ
よ Eま の

事 事 然 る る 欠 事

Di 事 事 事
事

区分
年 Dl 故 故 害 故 故 故 故 故

出動件数 10 2 3 8 23 

H23 

救助人員 9 5 14 

出動件数 14 5 2 2 7 30 

H22 

救助人員 3 3 l 3 10 

出動件数 9 5 l 2 2 19 

H21 

救助人員 5 3 2 10 

出動件数 18 5 23 

H20 

救助人員 10 3 13 

出動件数 I 19 5 3 28 

日19 

救助人員 23 3 3 29 

出動件数 l 70 22 1 4 3 2 。20 123 
メEミ3ヨロt
救助人員 。50 12 。 3 。。。11 76 

可
d
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37表市町別危険物施設数

区 分
貯 蔵 所 取 主投 所

製 屋 屋 地 移 屋 屋 fs 移
外 l村 下 動

l口k 

タ タ タ タ 外 内 油 送 般

造 ン ン ン ン
貯 貯 取 取 取

ク ク ク ク

所
貯 貯 貯 貯 蔵 蔵 十及 主置 十且 言十
蔵 蔵 蔵 蔵 計 言十

地 域
所 所 所 所 所 所 所 所 所

網 走 36 71 132 75 2 11 263 44 1 83 128 391 

大 空 10 40 38 。2 90 17 14 31 121 

ぷ口b、 計 。46 71 172 113 2 13 353 61 97 159 512 

38表指定数量別貯蔵及び取扱状況

区 分
貯 蔵 所 取 扱 所

製 屋 屋 地 移 屋 屋 ** 
移

外 内 下 動
J仁h1、

タ タ タ -7 外 内 油 送 般

造 ン ン ン ン
貯 貯 取 取 取

ク ク ク ク

所
貯 貯 貯 貯 蔵 蔵 扱 扱 主担 計
蔵 蔵 蔵 蔵 計 百十

{吾 数
所 所 所 所 所 所 所 所 所

指定数量の 5倍以下 7 51 101 67 I 61 187 2 56 58 245 

指定数量の 5i音を超え 10倍 以下 19 2 36 9 5 71 11 22 33 104 

指定数量の 10倍を超え50倍以下 8 22 14 46 15 10 25 71 

指定数量四50倍を超ぇ 100倍以下 2 6 18 27 6 6 12 39 

指定数量の100(i告を超え 150倍以下 l 2 5 8 9 10 18 

指定数量の 150(音を超え200倍以下 2 I 3 11 11 14 

指定数量の200倍を超え1，0凹倍以下 3 4 7 7 7 14 

指定数量の1，000(，告を超え5，000倍以下 3 3 2 2 5 

指定数量の5，000(告を超え10，000倍以下 1 。l 
指定数量の 10，000倍を起えるもの 。 l 

A 口 計 。46 71 172 113 2 13 353 61 日7 159 512 
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""" にD

区

2ヰ 可

完成検査

廃止届等

地減数

製造所等の別

分

設 R! 

変 吏

他許可行政

設位場所 庁に転出

の変更 他許可行政

庁から転入

設 F且マム、

変 支

他許可行政庁から転入

完成検査研Iに設置詳可

の取り消し処分

設 位 2干 可

i設 E 完 成検査

製

計 造
小

所
計

6 6 

12 11 

l l 

2 2 

7 6 

10 10 

2 2 

14 12 

ム8 ム6

ム7 ム6

39表 危険物施設許認可状況

貯 I在 所 取 扱 所

屋 屋 屋 地 簡 移 屋 ~~ 第 第 移

外 内 下 易 動 1 2 
内 タ タ タ タ タ 外 油 程 種 送 j投

ン ン ン ン ン 販 販
貯
ク ク ク ク ク

WI' 取
売 売

取 取

蔵 貯 貯 貯 貯 貯 綴
3十
扱 取 取 扱 扱

政 政 E主 I軍 政 扱 扱

所 所 所 所 所 所 所 所 所 所 所 所

l 1 3 。
l 8 2 l I 

l 。
2 。

l 2 2 l l l 

l 8 l 。
2 。

3 5 3 l 2 2 

l ム2 ム4 。ムl ム2 ム2

l ム3 ム3 ムl 。ムl ムl
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40表防火対象物現況

区 分 防火対象物(法17条)

令 ~IJ 表第 l 区分
網走 大空 dロh、fロit

l項
イ 劇場、映画館、浪芸場又は観覧場 l 。 l 

ロ 公会堂又は集会場 21 6 27 

イ キャパレ 、カフェ 、ナイトクラブその他これらに類するもの 。 。
ロ 遊戯;:ij]j又はダン只ホーノレ 6 2 B 

2項 ノ、 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律に規定する性風俗関述特殊営 。 。
業を1詰む庖飾その他これに類するものとして総務省令で定めるもの
カフオケボックスその他遊興のための設備又は物品を個室において客に利用させる役

2 。 2 
務を提供する業務を営む庖舗で総務省令で定めるもの

3項 ロ 飲食庖 59 5 64 

4 項 百貨底、マ ケットその他物品販売業を'gむ后舗又は展不場 107 B 115 

5項
イ 旅館、ホアノレ又は宿泊所 77 10 87 

ロ 寄宿舎、下宿文は共同住宅 460 57 517 

イ 病院、診療所又は助産所 24 2 26 

ロ
老人短期入所施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム(主とし

38 3 41 

6項
て要介護状態にある者を入居させるものに限る。)等

ノ、 老人デイサーピ只センター、峰費老人ホーム、老人福祉センター、老人介波支援セン 12 5 17 
タ一、有料老人ホーム(主として要介護状態にある者を入居させるものを除く。)等

幼稚園、特別支援学校 8 2 10 

7 項
小学校、中学校、高等学校、高等専門学校、大学、専修学校、各種学校その他これら

51 B 59 
に類するもの

B 項 図苫館、博物館、美術館その他これらに類するもの II 2 13 

9攻 ロ 公衆浴場のうち、蒸気浴場、熱気浴場その他これらに類するもの以外の公衆浴場 2 l 3 

10 項 車両の停車場又は船舶若しくは航空機の発荷揚 3 l 4 

11 項 神社、寺院、教会その他これらに類するもの 34 14 48 

12項 イ 工場又は作業場 235 69 304 

13項
イ 自動車窓肱又は駐車場 37 15 52 
ロ 飛行機又は回転潔航空機の格納庫 l 1 

14 項 倉庫 201 52 253 

15 項 前各項に該当しない事業場 155 129 284 

イ
複合用途防火対象物のうち、その 部がl項から4項まで、5項(イ)、 6項又は9項(イ)に

129 42 171 
16項 掲げる防火対象物の用途に供されてしももの

ロ イに掲げる複合用途防火対象物以外の複合用途防火対象物 40 16 56 
合 2十 1，713 450 2，163 

防火管理者r(法B条)

該当 予防査察
届出済

防火 甲種 乙租
対象物

(延件数)

対象物

l l l 

20 14 6 19 

5 5 5 

2 l l 2 I 

57 28 29 134 14 

76 62 23 86 5 

41 39 1 41 8 

58 58 l 58 

13 13 13 

17 16 1 17 30 

9 8 l 9 

8 8 7 

19 19 19 

5 5 5 

1 1 l 

17 14 3 17 

16 16 16 

l l l 

45 41 4 45 

61 56 3 57 10 

3 l l 2 

475 407 74 555 69 



41表 中高層建築物 の現況

広ベ区分
所属

網 走 大 空 合 宮十

臥 賞 話 4 4 

酎R 舘 ホ ア Jレ 3 1 4 

4 
共 同 庄 宅 64 3 67 
9月 院 z 2 

階
A 守三一

一百校
3 3 

事 話 2 2 4 
複 A ロ 用

一途喜F ピ ノレ 13 13 

91 6 97 

RJ; 貫 盾 3 3 
旅 館 オ、 テ ノレ 5 5 

多毛 同 !t 宅 16 l 17 
5 
辛病

院 3 3 

校

r;，ま ヱ 場
|事 務 所

|現 口 用 途 ピ Jレ 7 8 

百十 37 2 39 
|献 賞 后
旅 自宮 オミ テ ノレ 4 

6 
共 同 !t 宅 E 6 

内 院 。
階 Tー

校 。
司g ffi 所

|複 d口h m 1 途 ピ Jレ 7 7 

19 。 19 

飲 食 応 o 
旅 館 ホ ア ノレ 4 4 

7 
共 問 住 モ 3 3 

fti 院 。
階
子 間 。
|事 ffi 所 o 
|預台 用 途 ピ ノレ 。

E十 7 。 7 
|飲 賞 応 。
旅 E区 ホ テ ノレ 2 2 

8 
共 同 {主 宅 2 2 
|荊 院 o 

F暗 弓ιー 校 o 
司E 務 所 o 
I!JI. 1t JII 途 ピ ノレ 2 2 

，j、 百十 6 。 6 

IRJ; 食 1占 。
肱 館 ホ ア Jレ 4 4 

9 
其 同 庄 宅

享病
院

階
校 o 

司下 詰 所 o 
復 合 用 造 ピ ノレ 。

;r 6 。 6 

E飲百
食 底 。

?百 ホ テ ノレ 。
10 
共 同 住 司色

病 院 o 

階
弓， 夜 。
事

)jJ務-蓬
所 o 

複 1t ピ ノレ o 
官十 D 

飲 変 居 。
旅 正官 ，、 ア ノレ I 

11 
矛ミ ロ 宅
1'1 民定 。

階
巴一

所世 o 
号複忌 f~ o 
否 用 途 Jレ 。
'1、 E十 2 。 2 

RJ; 賞 庖 B 8 

3ER E E官 ア ノレ 23 24 
|司 lJ: 主 94 98 

t十
pi 院 6 6 
子 授 4 4 

h:E it 
辺司『 l 

ff一一 前 4 2 6 
複一一王子 J1l 還 E Jレ 29 30 

合 百十 169 8 177 

51 



42表 月別建築同意処理状況

lx 新築 噌築 改築 その他 合計

件面積(nf) 件 nf {牛 面積(nf) イ牛 面積(nf) {牛 面積(ぱ)

1月 3 2，224.89 3 2，224.89 

2月 3 3，656.62 224.14 4 3，880.76 

3月 2 841.77 19.70 3 861.47 

4月 5 1，615.95 1，400.86 6 3，016.81 

5月 。 0.00 

6月 5 2，687.34 93.96 354.78 7 3，136.08 

7月 2 200.17 2 200.17 

8月 8 4，441.92 2 146.76 10 4，588.68 

日月 3 428.71 3 428.71 

10月 9 4，241.73 72.90 10 4，314.63 

11月 1 216.52 216.52 

12月 。 0.00 

合計 140 

43表 月別構造・棟別確認申請処理件数

lx 耐火 準耐火 |坊火 その他 合計

棟面積(nf) 棟 面積(ば) 棟 面積(nf) 棟 面積(ぱ) 株、 面積(nf) 

1月 1，942.20 2 282.69 3 2，224.89 

2月 2 3，051.05 2 829.71 4 3，880.76 

3月 I 543.40 19.70 298.37 3 861.47 

4月 2 58.54 2 2，199.06 3 759.21 7 3，016.81 

5月 。 0.00 

6月 3 1，806.11 4 1，329.97 7 3，136.08 

7月 2 200.17 2 200.17 

8月 2，577.04 2 1，093.84 6 899.60 18.20 10 4，588.68 

9月 3 428.71 3 428.71 

10月 10 4314.63 10 4，314.63 

11月 216.52 l 216.52 

12月 。 0.00 

合計 | 間 7.701101 札169.761331 50 1 2捌 8.72

。ム
に
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44表防火対象物別建築同意処理状況

x: 
工 事 穏 lllJ ぷ口語、 言十

新築 増築 改築 その他
棟 商積(rr1) 

椋 面積(1Tl) 棟 面積(ぱ) 棟 面積(rr1) 棟 面積(rr1) 

イ 。 0.00 
1 項

ロ 。 0.00 
イ 。 0.00 
ロ 。 0.00 

2 項
ノ、 。 0.00 

。 0.00 
イ 。 0.00 

3 項
ロ l 72.90 72.90 

4 項 自 5，186.63 8 5，186.63 

イ 。 0.00 
5 項

ロ 14 7，961.22 14 7，961.22 

イ 66.24 l 66.24 

ロ 19.70 19.70 
6 項

ノ、 1 674.97 224.14 2 899.11 

。 0.00 
7 Z頁 2 1，400.86 2 1，400.86 

8 項 681.41 681.41 

イ 。 0.00 
日 項

ロ 。 0.00 
10 項 。 0.00 
11 宅頁 。 0.00 

イ 2，377.50 2，377.50 
12項

ロ 。 0.00 
イ 2 199.44 2 199.44 

13項
ロ 。 0.00 

14 項 l 354.78 l 354.78 

15 項 3 220.33 I 55.47 4 275.80 

イ 3 2，164.21 1 91.29 216.52 5 2，472.02 
16項

ロ 3 637.7'1 3 637.74 

住 住宅 2 151.21 l 93.96 3 245.17 

宅 建(-1築B物fi 。 0.00 
その他 18.20 18.20 

d口h 言十 ω 120，339.10 1 7 1 1，734.18 1 0 1 0.00 795.44 22，868.72 

ηο phu 



45表防火管理者講習会開催状況

年 種 日IJ 受講人員数

甲種防火管理者講習会 70 

H23 乙種 /1 16 

申穏(再) /1 12 

甲種防火管理者講習会 49 

H22 乙種 /1 13 

甲種(再) /1 22 

甲種防火管理者講習会 67 

H21 乙種 /1 14 

甲穏(再) /1 B 

甲種防火管理者講習会 61 

H20 乙種 H 4 

甲種(再) /1 10 

甲種防火管理者講習会 67 

H19 乙種 /1 6 

甲種(再) /1 11 

甲種防火管理者講習会 54 

H18 乙種 /1 14 

甲種(再) /1 27 

甲種防火管理者講習会 47 

H17 乙種 /1 10 

甲種(再) /1 18 

甲種防火管理者講習会 56 
H16 

乙種 H 13 

甲種 /1 62 
H15 

乙種 /1 21 

申種 /1 95 
H14 

乙種 /1 10 

甲種 /1 81 
H13 

乙種 /1 28 

甲種 /1 86 
H12 

乙種 7 /1 

甲種 H 10 
Hll 

乙種 96 /1 

甲種 /1 78 
HlO 

乙種 29 /1 

甲種 /1 80 
H 9 

乙種 17 /1 

甲種 /1 110 
H 8 

乙種 17 /1 

甲種 /1 95 
H 7 

乙種 15 /1 

甲種 /1 85 
H 6 

乙種 16 /1 

f; 計 1，707 

A
せ5
 



46表法令・条例に 基 づく各種届出状況

よ丈 届出種目IJ

署所 網走 大空 組合

消火器設置届 21 3 24 
屋内消火栓設備着工届 l 1 2 

/1 設置届 l 1 2 
スプリンクフー設備着工届 3 1 4 

/1 設置届 3 1 4 
泡消火設備着工届 。

/1 設置届 。
屋外消火栓設備着工届 。

法 /1 設置届 1 

令 動力消防ポンプ設備設置届 2 2 
自動火災報知設備着工届 30 4 34 

設置届 33 4 /1 37 
基 漏電火災警報器設置届

づ 消防機関に通報する火災報知設備着工届 5 6 
/1 設置届 5 6 

く
非常警報設備設置届 5 l 6 

各 避難器具着工届 3 3 
/1 設置届 2 2 

種
誘導灯設置届 17 2 19 

届 ノfッケージ型消火設備着工届

出 /1 設置届

連結送水管設置届 。
防火管理者選解任届 84 24 108 
消防計画作成(変更)届 37 20 57 ‘匂

危険物保安監督者選解任届 6 6 
液化石油ガス貯蔵、取扱い届 3 3 
消防用設備等点検結果報告 780 296 1076 
非常コンセント設備設置届 。

計 1.045 360 1，405 

防火対象物使用開始届 13 16 29 
炉、かまど、 ボイラー、乾燥設備設置届 6 7 

条
発電、変電、蓄電池設備設置届 11 8 19 伊l
火災とまぎらわしい煙文は火災を

30 124 154 
基 発するおそれのある行為の届

づ 煙火打上げ、 仕掛け等 26 16 42 
く
催物開催届 1 各

種 少量危険物貯蔵取扱い届 39 9 48 
届
水道断水・減水届 。

出
道路工事届 168 24 192 

計 293 199 492 
d口h 計 L里97

vhu
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47表広報実施状況

よぐ 広報の趣旨 活動延時間 活動延人 員

火災予防キャンペーン 8時間 78人

火災予防広報(春・秋・歳末) 213時間 562人

住宅用火災響報器設置促進キャンベーン 8時間 80人

住宅用火災省報若it設置促進広報 76時間 126人

網 走

防火の日広報 12時間 12人

救急、の日広報 7時間 7人

119番の日広報 1時間 l人

言十 325時間 866人

火災予防運動(春・秋・歳末) 241時間 168人

大 グニZヒニ

計 241 時間 168人

計 566s寺問 1034人

-56ー
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革

網走地区の自主防災組織の発足は、昭和55年 12月に網走市において婦人防火
クラブ2団体、少年消防クラブ4団体の結成と同時に網走市少年婦人防火委員会が
設立されたものです。

沿

現在では、幼年消防クラブ16団体、 1，006名、少年消防クラブ3団体60名、婦人防
火クラブ8団体210名、合計1，276名となり管内人口の 2.8%を占めています。

自主防災組織図

(平成24年4月1日現在)

人婦年少区地走網

A

一
A

ぷ斗
口連.6.. = 員委火防

網走市少年婦人防火委員会大空町少年婦人防火委員会

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

話
相
年
消
防
ク
ラ
ブ

女
性
防
火
ク
ラ
プ

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

6
団
体

1
団
体

1

4
団
体

2
団
体

2
団
体

2
団
体

1
6
2
名

1
2
名

8
1
1
名
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8
名

4

8
名

1
9
5
名



48表 婦人・女性防火クラブ

地 域 Bり 名 事下 結成年月日

網走婦人防火クフブ S56.11.7 

卯原内婦人防火クフフ、 S55.12.10 

1詞 走 市
西網走漁協婦人防火クフブ、 S59目3.5

藻琴婦人防火クフブ、 S59.8.24 

能取婦人防火クフブ、 S59.10.30 

浦士別婦人防火クフブ、 H18.1.25 

大 空
女満別女性防火クフブ、 H9.9.9 

町
東藻琴女性防火クフブ、 H2.4.11 

49表少年・幼年消防クラブ

区別 地域別 名 称 結成年月日

少
年 網 走
1同

市 網走少年消防クラブ、 S55.12.10 

防
ク

大 空
女満別少年消防クフブ、 S58.12.10 

フ 町
東藻琴少年消防クフブ、 S57.11.29 プ

桂幼稚園幼年消防クフブ. S58.10.1 

潮見幼稚園幼年消防クフブ、 11 

つくしヶ丘幼稚園幼年消防クフプ、 M 

幼 網走幼稚園幼年消防クフブ 11 

若葉幼稚園幼年消防クフブ、 11 

年
すずらん保育園幼年消防クフフ、 S59.2.1 

消 つくし保育園幼年消防クフブ 11 
網 走 市

たんぽぽ保育園幼年消防クフブ、 11 

防
ひまわり保育園幼年消防クフブー 11 

ク 潮見保育園幼年消防クフブ、 11 

フ
浦士別保育所幼年消防クフブ、 S60.6.1 

藻琴保育所幼年消防クフブ S60.7.26 

ブ 呼人保育所幼年消防クフブ、 S61.5目20

さんご草保育園幼年消防クフブ、 H8.8.23 

大 空
女満別幼年消防クフブ S58.12.10 

町
東藻琴幼年消防クフブ S58.10.1 

-58ー
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消防有無線系統図

呼出名称 車両別 出力

間走指樺 1 指揮広報 1号車 10、v
M 2 指令 1号車 " 
H 3 指令 2号車 H 

掴走タンク 1 タンク l号車 H 

M 2 M 2号車 H 

H 3 M 3号車 H 

M 4 H 4号車 M 

" 5 M 5号車 H 

網走水槽 1 水槽 1号車 " 
嗣走ポy プ2 第1分団 1号車 M 

M 3 第1分団2号車 H 

M 4 第1分団3号車 H 

網走資憧材 1 第1分団4号車 H 

網走はしご1 はしご 1号車 H 

摘定化学 1 化学 1号車 M 

摘走救助 1 救助工作 1号車 H 

掴走広報1 広報 1号車 H 

嗣走ls.対 l 民害対応多目的車 H 

網走 1 査機材悔送 1号車 H 

H 2 防火広報 1号車 H 

H 5 賢槽材開送2号車 H 

卯原内 2 積載車(第2分団付積載) H 

卯原内 3 M ( "嘉多山積綾) M 

能取 1 M ( " 能取積載) J吋

北浜 1 H (第3分団付繍毅) M 

坪人 1 M (第4分団付荷量} " 
撞翠 1 N (第5分団付摘般} H 

浦士sIJ 1 H (第6分団付視敏) " 
網走指締本部l 携手存 1号 s、v
網走携帯手3 H 4号 5、v
" 4 H 5号 H 

H 1 3 H 1 4号 s、v
掴走普防 1 H 1 5号 " 
H 2 H 1 6号 " 
" 3 

H 1 7号 M 

H 4 " 1 8号 " 
H 5 M 1 9号 M 

網走救急 l 救急i号車{単恒信) " 
H z " 2号車( H ) H 

M 3 " 3号車( M M 

掴走救急 4 故t>業務普及権準車{時(.前借) lOW 

卯原内 1 予[鰐 10¥V 

フ もよこ さ うだの
らこ びな fこ (t 、 >
しと とん I孟 らにり
ベ ししし ま なう し
つ よ ， ， I L p 11 よ
し う う う よ しらヲ
よ r! 』正" フ ， t，王
ヲ ヲ ヲ う;ま う 1、 う

" うIfし
フ う ， 

フ
If 
う

( ( ( 

第 第 第 第 第

6 5 4 3 2 

分 分 分 分 分

団 団 団 回 団

148. 2H.H-l z 

¥ 

あばしりしtうぼうほんA'

(hばJ..，I)Lょうぼう}

(梢防本部 ・嗣走消防署)

150. 73 ~'1 H z 

消防団緊急缶週148.21 

147.76 
ー一一一一一 ・

148.75 
一一一一一一一一一一一一一-

154.15 

沼
岡
サ

イ
レ
y 

ト一一吠

型動

" ¥/' 第 R 
1 
分 A 
回

L 」

」 ア

二〆 a プ

あばしりしょうぼうみなみ

{南出張所)

150. 73r¥'IH z 

148.21 /1 

148.75 11 

15'1. 15 11 

報 知 専 用 包 話 8 回 輯

報知専問電話{携帯) 4 回 線

報 知 専用 電話(1 p ) 4 団 組

自 動 実 内 装 置 4 回 融

1 1 9 番鼻音装置 2 団 組

システム
、」
A
'
/ 
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呼出名称 車問別 出カ

大空指揮 1 指揮広報車 10W 

"司令 1 司 令 車 M 

H 化学 1 化 学 Z位 M 

大空ポyプ1 師車{ポンプ車) M 

" タンク 1 一部車{水槽車) 5、v
" タンク 2 二郎車(水槽車) 10W 

" 水槽1 田部車(大型水槽車) n 

H 楠般1 積 c 3程 " 
H 広報1 広 領 2巨 M 

H 間道1 同 世 車 M 

大空世帯1 院事特 l号 5¥V 

M 2 M 2号 M 

" 9 M 9号 仰

11 10 H 1 0号 H 

、 " 1-1 H 1 1号 H 

11 1 2 H 1 2号 H 

11 13 H 1 3号 H 

" 1 4 H 1 4号 円ァ
大空救急1 救 急 Z事 10、v
大空故急2 救 意 車 M 

大空 1 時 暫 J!t " 

パ

/ 

¥ 

γA総一
…一
一
ruu

M 

M 

遺
関
A
Y

イ
レ

ン
吠

鳴

袋

霞

仁:|

6 団組

2回綿

2団組

1回融

報知専用電話

報知専用電話 (1 P) 

19番晶音装置

E メ ール指令装置

呼出名称 車両別 出力

東嘩琴指j軍1 指簿広級車(指令車} 10、v
H 水憎2 2号車(大型水槽J!t) " 
"タンク 1 1号車(水憎車) H 

Hポンプ1 4号車(ポンプ車) H 

" 広報1 広 線 場E M 

" 水槽1 3号車{大型水柵車) M 

H 楠・~ l 5号窓口足害時材週間車) M 

東富琴七降格1 揖帯 l号 日¥v

" 2 M 2号

" 3 H 3号一 H 

" 4 M .. 多 " 
M 5 H 5号 H 

" 9 M 6号 5H 1V 

、 H 1 0 H 7号

" 1 1 M 8号 " 
H 1 2 M 9号 I¥V 

" 1 3 H 1 0号 H 

" 1 4 H 11号 " 
東藻草救急1 救急車{単・裡fd) 10W 

'

¥

 

4
'
-

、

，
，
白
、
a'ャ
h

遥
爾
品
V

イ
レ

ン
吹
鳴
鏑
置

ひがしむことし孟うIまう

(京高等出張所)

150. 73~'1 H z 

148.21 

141.76 

148.75 

154.15 

M 

M 

" 

しようぼうてんをざん

(天都山摂韓中継所)

151. 15MH z I 150. 73MH  z 

153.31 11 148.21 11 

154.07 11 147.76 

143.76 

H 

L ー一一
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消防団緊急伝達システム構成図

消防署からの情報伝達 (各分団施設)

1，九 II | 
増幅機(アンプ)

録音装置(テープレコーダー)
スピーカー

サイレン吹鳴制御機(子)

無線機受信部

n
H
H
U
1
 
所継中線無山相制天

(消防 署 )

サイレン

-61ー



消防緊急通信指令システム構成図
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， ， 9番呈付団組

， ， 9番転退団組
う ー阻加入者回蹄

指令回線(尊m臨)

う順次指令回拙
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緊急通報システムの概要

網走市では、ひとり暮らしのお年寄りの方々が安心して生活できるように急病、

事故、あるいは火災などの「もしも・・・ ・j のとき電話機内蔵の通報装置で外部に

自動的に連絡できるシステムを平成2年 10月から運用開始しました。

24時間体制でお年寄りの方々の緊急時に備えるため、緊急通報は、消防署通信

指令室に設置されたセンター機器に通報され、消防では通報者と応答した後、救

急車、消防車の出動を指令します。

また、緊急時は近隣の[協力員」 への連絡で看護等を受けられる体制も整って

います。

一方、日常生活の相談ごとも通報装置の相談ボタンを押すだけで自動的に「網

走市福祉部」へ通報され相談ごとができるようになっています。

1 利用できる人

網走市に居住する、病弱なおおむね 65歳以上のひとり暮らしのお年寄り及び

重度の身体障害者

2 緊急時の協力員

利用者の近隣に居住する友人、知人、民生委員、町内会の人
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緊急通報装置側 網走市緊急通報システムのしくみ
緊急通報センター側(消防署通信指令室)

d"l 
品

火提セー〆サー(納)火民センサー{州)
r一一【緊急配制

緊急通報受信センター

ぺ
受

〆一@
 /ZZ NTT 回鮒 I IJ附伺}

間制 2 線穆阪館司，...樋

田叫紛III~U. .." 火災 UI勤

。k
\.~u> 

手元''''ボタン 有1 阪 〉

く
柿制

明l 根応帯

枇'"
都市

1 利m有がベンダントなどのl証記迎報を宛倍すると、官急通報電話機から「消防jへ緊急
車簡を自動的に泊却します。火誕のときも同じです.

2 週報を受けた f消防j は.宛信者とお互いに応答をして.状況の確惚を行います.
3 宛信者からの応苦がなく 緊急事館が予!11されるときは、救急車や消防出を山勘させて
ひとり碍らしのお年脊りを助けます.

4. 消防j は 緊急郁態が予相されるときは f宮品協力f，jJに安否Ii!砲のための出向を嬰
制することがあります.

¥ 

路四"置

1II 

告

緊急協力員

5. r緊急協力員j は、製聞によりひとり邸らしのお年脊の家へ急行して、安否の1盟穏や担
臨にあたります.

6. r緊急協力員Jは、結果を「消防Jへ報告Lます.
7 相酸ごとは 腎畠通報電話機で自動的に「禍祉部Jへつながります.

8. r制祉剖IJは、 UとりI!!らしのお年寄とお互いに応害して、相践にこたえます。



51表 緊急通報システム受信状況

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 l 2 3 .g. 活 う課
動
ち等

{牛
市へ
福通

区分 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 言十 数 祉報

受理件 数 12 7 4 10 11 11 10 7 9 5 日 13 113 30 56 

火 92 

救急 5 4 2 3 2 l 2 2 3 4 30 30 30 

出

警戒 3 2 7 7 

動

その他 l 2 3 3 

小 計 6 5 4 5 3 2 2 2 5 4 40 30 40 

グく 54 I 

救 急

誤 停 電 2 3 3 l 6 16 15 

報 故障

その他 6 2 3 5 6 6 5 6 8 2 3 4 56 

ノl、 計 6 2 3 7 6 9 8 6 8 3 4 1J 73 16 
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